
一

親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
誓
願
一
仏
乗
の
開
顕

―
そ
の
経
文
証
『
涅
槃
経
』・『
華
厳
経
』
の
文
に
つ
い
て
の
一
考
察
―

三
明
　
智
彰

は
じ
め
に
―
問
題
提
起
―

　
「
誓
願
一
仏
乗
」
①
と
は
、
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
の
「
一
乗
海
釈
」
の
「
一
乗
釈
」
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

　
　

�　

一
乗
海
と
言
う
は
、「
一
乗
」
は
大
乗
な
り
。
大
乗
は
仏
乗
な
り
。
一
乗
を
得
る
は
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得

る
な
り
。
阿
耨
菩
提
は
即
ち
是
れ
②
涅
槃
界
な
り
。
涅
槃
界
は
即
ち
是
れ
究
竟
法
身
な
り
。
究
竟
法
身
を
得
る
は
、
則

ち
一
乗
を
究
竟
す
る
な
り
。
如
来
に
異
な
る
こ
と
ま
し
ま
さ
ず
、
法
身
に
異
な
る
こ
と
ま
し
ま
さ
ず
③
。
如
来
は
即
ち

法
身
な
り
。
一
乗
を
究
竟
す
る
は
、
即
ち
是
れ
無
辺
不
断
な
り
。
大
乗
は
、
二
乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
。
二
乗
・
三

乗
は
、
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。
一
乗
は
即
ち
第
一
義
乗
な
り
。
唯
是
れ
誓
願
一
仏
乗
な
り
④
。（
親
全
一
・
七
六
、

聖
典
一
九
六
）

と
あ
り
、「
唯
是
れ
誓
願
一
仏
乗
な
り
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
親
鸞
自
身
の
文
章
で
あ
る
（
御
自
釈
と
呼
ば
れ
る
）。

こ
れ
を
、
試
み
に
口
語
訳
す
れ
ば
、

　
　

�　

一
乗
海
と
言
う
の
は
、「
一
乗
」
は
大
乗
で
あ
る
。
大
乗
は
仏
乗
で
あ
る
。
一
乗
を
得
る
こ
と
は
、
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
阿
耨
菩
提
は
、
即
ち
是
れ
（
ま
っ
た
く
そ
の
ま
ま
）
涅
槃
界
で
あ
る
。
涅
槃
界
は
、
即

論
文

九
州
大
谷
研
究
紀
要
　
第
四
七
号
　
二
〇
二
一



二

ち
是
れ
（
ま
っ
た
く
そ
の
ま
ま
）
究
竟
の
法
身
で
あ
る
。
究
竟
の
法
身
を
得
る
こ
と
は
、
則
ち
（
そ
の
結
果
と
し
て
当

然
）
一
乗
を
究
竟
す
る
の
で
あ
る
。
如
来
に
異
な
る
こ
と
が
お
あ
り
で
な
い
、法
身
に
異
な
る
こ
と
が
お
あ
り
で
な
い
。

如
来
は
即
ち
（
直
ち
に
そ
の
ま
ま
）
法
身
で
あ
る
。
一
乗
を
究
竟
す
る
こ
と
は
、
即
ち
是
れ
無
辺
不
断
で
あ
る
。
大
乗

は
、
二
乗
・
三
乗
が
あ
る
こ
と
が
な
い
。
二
乗
・
三
乗
は
、
一
乗
に
入
ら
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
乗
は
、
即
ち

第
一
義
乗
で
あ
る
。
唯
、
是
れ
、
誓
願
一
仏
乗
で
あ
る
。

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

右
の
文
に
含
ま
れ
て
い
る
対
立
的
要
素
（
敵
対
種
）
を
加
味
し
て
大
意
を
取
れ
ば
、「
一
乗
海
」
と
い
う
の
は
、「
一
乗
」
は
、

小
乗
で
な
く
「
大
乗
」
で
あ
る
。「
大
乗
」
は
、
声
聞
乗
・
縁
覚
乘
・
菩
薩
乘
で
な
く
「
仏
乗
」
で
あ
る
。「
一
乘
」
を
得
る

こ
と
は
、
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
覚
で
な
い
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」（
無
上
正
遍
道
、
仏
の
正
覚
）
を
得
る
こ

と
で
あ
る
。「
阿
耨
菩
提
」（
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
）
は
、
涅
槃
界
で
あ
る
。
涅
槃
界
は
究
竟
の
法
身
で
あ
る
。
究
竟
の
法

身
を
得
る
こ
と
は
、
一
乗
を
究
竟
す
る
の
で
あ
る
。
如
来
と
法
身
は
別
で
な
い
。
如
来
は
法
身
で
あ
る
。
一
乗
を
究
竟
す
る

こ
と
は
有
限
で
な
く
無
辺
不
断
で
あ
る
。「
大
乗
」
に
は
、
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乘
が
な
い
。
し
か
し
、
声
聞
乗
・
縁

覚
乗
・
菩
薩
乘
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ら
は
衆
生
を
仏
乗
に
入
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
。
一
乗
は
、
相
対
的
な
一
乗
で
な
く
、
第

一
義
（
無
上
真
実
）
乗
で
あ
る
。
唯
だ
是
れ
（
た
だ
こ
れ
こ
そ
が
）
誓
願
一
仏
乗
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ま

こ
と
に
、
宣
言
的
な
表
明
で
は
な
い
か
（「
海
」
に
つ
い
て
は
「
一
乗
」
釈
の
後
「
海
釈
」
で
釈
せ
ら
れ
る
）。

　

つ
ま
り
、「
誓
願
一
仏
乗
」
と
は
、
一
切
衆
生
が
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
・
法
身
・
涅
槃
を
得
る
無
辺
不
断
の
第
一
義
の

乗
（
真
実
に
運
ぶ
教
え
・
道
理
）
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、『
教
行
信
証
』
全
体
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
か
。
親
鸞
は
な
ぜ
、「
誓
願
一
仏
乗
」
を
顕

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。「
一
乗
釈
」
に
於
て
『
華
厳
』・『
涅
槃
』
両
経
の
引
文
に
よ
っ
て
「
誓
願
一
仏
乗
」



三

を
明
か
さ
れ
る
意
義
は
何
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
主
と
し
て
『
教
行
信
証
』
に
よ
っ
て
尋
ね
た
い
。

　

ま
た
、
親
鸞
以
前
の
一
乗
思
想
と
の
関
係
、
特
に
、
そ
の
主
流
の
位
置
を
占
め
て
い
た
天
台
法
華
一
乗
教
学
と
の
関
係
も

考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
誓
願
一
仏
乗
を
語
ろ
う
と
も
、
そ
の
意
義
は
明
ら
か
さ

れ
ぬ
ま
ま
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
端
緒
を
得
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
は
、『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
一
乗
」
の
意
義
を
た
ず
ね
、
第
二
に
、
誓
願
一
仏
乗
開
顕
の
理
由
に
ふ
れ
、
そ
し
て
、

「
一
乗
釈
」
の
経
文
証
（『
涅
槃
経
』
四
文
・『
華
厳
経
』
一
文
）
の
内
容
を
た
ず
ね
て
み
よ
う
。

第
一
章　
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
一
乗
」
の
用
例
と
そ
の
意
義

　

ま
ず
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、「
法
華
一
乗
」
に
対
し
て
「
誓
願
一
仏
乗
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
。

こ
の
論
文
の
劈
頭
に
、
す
で
に
一
乗
釈
の
御
自
釈
は
挙
げ
た
の
で
、
そ
の
他
の
用
例
を
拾
い
出
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　

第
一
節　
「
教
巻
」
に
お
け
る
「
一
乗
」

　
「
教
巻
」
に
は
、「
一
乗
究
竟
の
極
説
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
大
経
』
が
、
如
来
出
世
大
事
（
出
世
本
懐
）
の

真
実
教
で
あ
る
こ
と
の
証
文
と
し
て
、『
大
経
』・『
如
来
会
』・『
平
等
覚
経
』
の
文
を
挙
げ
、
次
に
憬
興
の
『
述
文
讃
』
の

文
を
挙
げ
た
あ
と
の
結
釈
に
、「
し
か
れ
ば
此
の
顕
真
実
教
の
明
証
な
り
」
と
示
し
て
、

　
　

�

誠
に
是
れ
、
如
来
興
世
の
正
説
、
奇
特
最
勝
の
妙
典
、
一
乗
究
竟
の
極
説
、
速
疾
円
融
の
金
言
、
十
方
称
讃
の
誠
言
、

時
機
純
熟
の
真
教
な
り
。
知
る
べ
し
、
と
。（
親
全
一
・
一
五
、
聖
典
一
五
四
）



四

と
、
六
句
を
以
て
『
大
経
』
を
讃
嘆
す
る
中
の
一
句
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
上
掲
し
た
一
乗
釈
の
御
自
釈
に
「
涅
槃
界
は
即
ち
是
れ
究
竟
法
身
な
り
。
究
竟
法
身
を
得
る
は
、
則
ち
一
乗
を

究
竟
す
る
な
り
」
と
あ
る
が
、
そ
の
「
一
乗
を
究
竟
す
る
」
結
果
と
し
て
の
「
一
乗
究
竟
の
極
説
」（
一
乗
の
究
竟
の
極
説
）

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
く
一
乗
釈
に
「
一
乗
を
究
竟
す
る
は
無
辺
不
断
な
り
」
と
い
う
「
無
辺
不
断
」
の
極

説
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
証
文
に
挙
げ
ら
れ
た
『
大
経
』
の
、「
如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
っ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
も
う
。

世
に
出
興
す
る
所
以
は
、
道
教
を
光
闡
し
、
群
萠
を
拯
い
、
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
」（
親
全
一
・

一
一
、
聖
典
一
五
三
）
や
、「
今
問
え
る
と
こ
ろ
は
饒
益
す
る
と
こ
ろ
多
し
。
一
切
の
諸
天
・
人
民
を
開
化
す
」（
親
全
一
・

一
三
、
聖
典
一
五
三
）
や
『
如
来
会
』
の
、「
大
悲
に
安
住
し
て
、
群
生
を
利
益
せ
ん
が
た
め
に
、
優
曇
華
の
希
有
な
る
が

ご
と
く
し
て
、
大
士
世
間
に
出
現
し
た
ま
え
り
」（
親
全
一
・
一
三
、
聖
典
一
五
三
～
四
）「
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
哀
愍
し
利

楽
せ
ん
が
た
め
の
ゆ
え
に
」（
親
全
一
・
一
三
、
聖
典
一
五
四
）
と
い
う
こ
と
が
、「
一
乗
の
究
竟
の
極
説
」
と
言
わ
れ
る
根

拠
で
あ
る
。
ま
た
、『
如
来
会
』
の
「
如
来
の
正
覚
は
そ
の
智
量
り
が
た
く
し
て
、
導
御
し
た
ま
う
と
こ
ろ
多
し
。
慧
見
無

碍
に
し
て
、
よ
く
遏
絶
す
る
こ
と
な
し
」（
親
全
一
・
一
三
）
や
、『
述
文
讃
』
の
「〈
無
能
遏
絶
〉
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
如

来
の
徳
な
り
」（
親
全
一
・
一
四
、聖
典
一
五
四
）
と
い
う
こ
と
が
、「
無
辺
不
断
」
で
あ
り
、す
な
わ
ち
「
一
乗
究
竟
の
極
説
」

と
言
い
切
ら
れ
る
根
拠
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、『
大
無
量
寿
経
』
こ
そ
が
、
一
切
衆
生
が
利
益
を
得
る
「
一
乗
の
究
竟
の
極
説
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
そ
の
智

量
り
が
た
く
し
て
、
導
御
し
た
ま
う
と
こ
ろ
多
し
。
慧
見
無
碍
に
し
て
、
よ
く
遏
絶
す
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
「
無
辺
不
断
」

の
「
一
乗
究
竟
の
極
説
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
極
説
」
と
は
、
極
め
て
優
れ
た
説
教
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

次
の
「
行
巻
」
に
「
極
唱
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。



五

　
　
　
　
　

第
二
節　
「
行
巻
」
に
お
け
る
「
一
乗
」

　

次
に
、「
行
巻
」
に
は
、
元
照
の
二
文
、
行
の
一
念
釈
の
大
利
無
上
釈
、
海
釈
の
善
導
の
釈
文
（「
玄
義
分
」）、
絶
対
不
二

の
教
釈
、
絶
対
不
二
の
機
釈
、
一
乗
海
嘆
釈
に
「
一
乗
」
の
語
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

第
一
項　

元
照
の
二
文

　

元
照
の
文
は
、大
行
を
釈
す
る
に
善
導
の
文
を
引
い
た
後
、宋
代
仏
教
の
祖
師
た
ち
の
文
を
引
く
中
、『
弥
陀
経
義
』
か
ら
、

　

�　

一
乗
の
極
唱
、
終
帰
を
こ
と
ご
と
く
楽
邦
を
指
す
。（
親
全
一
・
六
一
、
聖
典
一
八
五
～
六
）

と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
の
意
義
は
何
か
。

　
「
一
乗
の
極
唱
」と
は
、『
華
厳
経
』・『
法
華
経
』の
一
乗
究
極
の
教
え
の
こ
と
で
あ
る
が
、そ
れ
ら
が「
終
に
帰
す
る
と
こ
ろ
」

は
、「
楽
邦
」す
な
わ
ち
西
方
極
楽
浄
土
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。『
華
厳
経
』「
普
賢
菩
薩
行
願
品
」に
は「
往
生
安
楽
刹
」⑤
、

『
法
華
経
』「
薬
王
品
」
に
は
、「
即
往
安
楽
世
界
」
⑥
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
華
厳
』・『
法
華
』
と
い
う
「
大

乗
至
極
の
教
」（『
末
燈
鈔
』
第
一
通
・
聖
典
六
〇
一
）
の
終
に
帰
す
る
と
こ
ろ
は
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
（
安
楽
）
浄
土
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
故
に
安
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
説
く
「
浄
土
真
宗
は
、
大
乗
の
中
の
至
極
な
り
」（『
末
燈
鈔
』
第
一

通
・
聖
典
六
〇
一
）
と
い
わ
れ
る
。

　

右
の
文
の
少
し
後
に
は
、

　
　

大
智
唱
え
て
云
わ
く
、
円
頓
一
乗
な
り
。
純
一
に
し
て
雑
な
し
、
と
。（
親
全
一
・
六
三
、
聖
典
一
八
七
）

と
言
わ
れ
て
い
る
。「
大
智
」
は
、
元
照
の
こ
と
で
あ
る
。「
円
頓
一
乗
」
と
は
、
こ
の
文
の
直
前
の
、
慈
雲
（
遵
式
九
六
四



六

～
一
〇
三
二
）
の
讃
の
「
了
義
の
中
の
了
義
な
り
。
円
頓
の
中
の
円
頓
な
り
」（
親
全
一
・
六
三
、
聖
典
一
八
七
）
を
受
け
た

言
葉
で
あ
る
。「
了
義
」
と
は
真
実
の
義
が
明
了
に
示
さ
れ
る
教
え
の
こ
と
。
ま
た
、「
円
頓
」
の
「
円
」
と
は
天
台
・
華
厳

で
い
う
完
全
無
欠
な
教
え
で
あ
り
、「
頓
」
は
、漸
教
に
対
し
て
頓
に
覚
り
を
得
る
教
え
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
、『
愚

禿
鈔
』
に
、

　
　

円
頓
は
、
円
は
円
融
円
満
に
名
づ
く
。

　
　
　
　
　
　
　

頓
は
頓
極
頓
速
に
名
づ
く
。（
聖
典
四
二
九
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。「
円
頓
一
乗
」
と
は
、
す
な
わ
ち
「
円
融
円
満
、
頓
極
頓
速
」
の
一
乗
で
あ
る
。

　

こ
の
「
円
頓
一
乗
」
の
語
は
、
も
と
天
台
の
宗
義
を
指
し
た
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
証
文
に
よ
っ
て
、
浄
土
真
宗
に
お

け
る
弥
陀
如
来
の
本
願
に
基
づ
く
大
行
、
称
名
念
仏
の
法
門
こ
そ
は
、「
円
頓
一
乗
」
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
語
の
意
義
は
、
さ
ら
に
、「
和
讃
」
に
親
鸞
が
、

　
　

本
願
円
頓
一
乗
は　

逆
悪
摂
す
と
信
知
し
て

　
　
　

�

煩
悩
菩
提
体
無
二
と　

す
み
や
か
に
と
く
さ
と
ら
し
む
（『
高
僧
和
讃
』
曇
鸞
讃
・
第
十
二
首
、
親
全
二
・
九
二
、
聖

典
四
九
二
）

と
詠
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
瞭
に
頷
か
さ
れ
る
。「
逆
悪
摂
す
」
と
は
悪
人
成
仏
（『
歎
異
抄
』
第
三
条
）
の
教
え
で
あ
る
、

ま
た
「
煩
悩
菩
提
体
無
二
」
と
は
、「
入
不
二
の
法
門
」（
他
力
釈
・「
無
碍
」
の
釈
、
親
全
一
・
七
三
、
聖
典
一
九
四
）、
絶

対
不
二
の
法
で
あ
る
。
そ
の
「
円
頓
一
乗
」
が
実
現
さ
れ
る
の
は
、「
本
願
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
誓

願
一
仏
乗
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
純
一
無
雑
」
に
つ
い
て
も
上
に
、
新
羅
の
憬
興
の
『
述
文
賛
』
の
文
の
後
に
、「『
悲
華
経
』
の
諸
菩
薩
本
授
記

品
に
云
わ
く
」
と
し
て
、
尊
音
王
如
来
の
西
方
尊
善
無
垢
浄
土
に
つ
い
て
、



七

　
　

�

純
一
大
乗
清
浄
に
し
て
、
雑
わ
る
こ
と
な
し
。
そ
の
中
の
衆
生
、
等
一
に
化
生
す
。（
親
全
一
・
五
五
、
聖
典
一
八
二
）

と
示
さ
れ
て
い
た
。
原
漢
文
で
は
「
純
一
大
乗
清
浄
無
雑
」
で
あ
る
。
そ
の
浄
土
は
、
実
は
、
阿
弥
陀
仏
の
安
楽
浄
土
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
、

　
　

�
大
願
清
浄
の
報
土
に
は
、品
位
階
次
を
云
わ
ず
、一
念
須
臾
の
傾
に
速
や
か
に
疾
く
無
上
正
真
道
を
超
証
す
。（
親
全
一
・

一
四
一
、
聖
典
二
四
三
）

と
、「
横
超
釈
」（「
信
巻
」）
に
言
わ
れ
る
「
大
願
清
浄
の
報
土
」
で
あ
る
。
報
土
と
は
、
誓
願
酬
報
の
浄
土
で
あ
る
。
そ
の

浄
土
と
は
、「
願
成
就
一
実
円
満
の
真
教
、
真
宗
こ
れ
な
り
」（
横
超
釈
・
同
上
）
が
実
現
す
る
「
等
一
化
生
」・「
品
位
階
次

を
云
わ
」
ぬ
真
実
報
土
で
あ
る
。（
真
実
報
土
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
「
真
仏
土
巻
」
に
顕
わ
さ
れ
る
。）
こ
の
よ
う
な
浄
土

の
開
顕
は
、『
興
福
寺
奏
状
』
の
「
第
六
浄
土
に
暗
き
失
」
と
の
主
張
に
対
峙
し
て
い
る
⑦
。

　
　
　
　
　
　

第
二
項　

行
の
一
念
釈
の
大
利
無
上
釈

　

次
に
、
同
じ
く
「
行
巻
」
の
「
行
の
一
念
釈
」
の
「
大
利
無
上
釈
」
に
は
、

　
　

�「
大
利
」
と
言
う
は
、
小
利
に
対
せ
る
の
言
な
り
。「
無
上
」
と
言
う
は
、
有
上
に
対
せ
る
の
言
な
り
。
信
に
知
り
ぬ
。

大
利
無
上
は
一
乗
真
実
の
利
益
な
り
。
小
利
有
上
は
す
な
わ
ち
こ
れ
八
万
四
千
の
仮
門
な
り
。（
聖
典
一
九
二
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
大
経
』
流
通
分
の
弥
勒
付
属
の
一
念
の
文
、

　
　

�

仏
、
弥
勒
に
語
り
た
ま
わ
く
、「
そ
れ
、
か
の
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
歓
喜
踊
躍
し
て
乃
至
一
念
せ
ん
こ

と
あ
ら
ん
。
当
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
大
利
を
得
と
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
無
上
の
功
徳
を
具
足
す
る
な
り
（
聖
典

一
九
一
）



八

に
つ
い
て
、
念
仏
の
利
益
を
「
大
利
無
上
」
と
し
、
そ
れ
を
、「
一
乗
真
実
の
利
益
」（「
行
巻
」
御
自
釈
・
親
全
一
・
七
〇
、

聖
典
一
九
二
）
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
、
親
鸞
は
『
一
念
多
念
文
意
』
に
、

　
　

�「
乃
至
」
は
、
称
名
の
遍
数
の
さ
だ
ま
り
な
き
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。「
一
念
」
は
功
徳
の
き
わ
ま
り
、
一
念
に
万
徳
こ
と

ご
と
く
そ
な
わ
る
、
よ
ろ
ず
の
善
、
み
な
お
さ
ま
る
な
り
。「
当
知
此
人
」
と
い
う
は
、
信
心
の
ひ
と
を
あ
ら
わ
す
御

の
り
な
り
。「
為
得
大
利
」
と
い
う
は
、無
上
涅
槃
を
さ
と
る
ゆ
え
に
、「
則
是
具
足
無
上
功
徳
」
と
も
の
た
ま
え
る
な
り
。

「
則
」と
い
う
は
、す
な
わ
ち
と
い
う
、の
り
と
も
う
す
こ
と
ば
な
り
。
如
来
の
本
願
を
信
じ
て
一
念
す
る
に
、か
な
ら
ず
、

も
と
め
ざ
る
に
無
上
の
功
徳
を
え
し
め
、
し
ら
ざ
る
に
広
大
の
利
益
を
う
る
な
り
。（
聖
典
五
三
九
）

と
釈
し
て
い
る
。「
円
融
円
満
・
頓
極
頓
速
」
で
あ
る
。
称
名
す
る
こ
と
た
だ
一
念
（
一
度
の
称
名
）
ま
で
も
「
無
上
涅
槃

を
さ
と
る
」
と
い
う
「
一
念
大
利
無
上
功
徳
」
の
利
益
で
あ
る
。
こ
の
利
益
を
、
八
万
四
千
の
全
聖
道
門
仏
教
の
「
小
利
有

上
」
に
対
し
て
、「
一
乗
真
実
の
利
益
な
り
」
と
明
示
し
た
の
で
あ
る
⑧
。

　
「
一
乗
真
実
」と
は
、「
八
万
四
千
の
仮
門
」（
聖
道
門
）と
は
別
の
法
門
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、後
の「
化
身
土
巻
」に
、

　
　

�「
門
余
」
と
言
う
は
、「
門
」
は
す
な
わ
ち
八
万
四
千
の
仮
門
な
り
。「
余
」
は
す
な
わ
ち
本
願
一
乗
海
な
り
。（
親
全
一
・

二
八
九
、
聖
典
三
四
一
）

と
、
浄
土
真
宗
を
八
万
四
千
の
聖
道
門
に
対
峙
し
て
「
本
願
一
乗
海
」
と
明
か
す
の
と
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

第
三
項　

海
釈
の
善
導
の
釈
文
（「
玄
義
分
」）

　

続
い
て
「
行
巻
」
は
、
以
下
他
力
釈
・
一
乗
海
釈
と
続
く
。
他
力
釈
に
は
「
一
乗
」
の
語
は
な
い
。
ま
た
、
一
乗
釈
・
経

文
証
の
「
一
乗
」
に
つ
い
て
は
、さ
ら
に
第
三
節
に
於
て
触
れ
る
の
で
、今
は
、「
海
釈
」
か
ら
見
て
行
こ
う
。
御
自
釈
に
は
、



九

　
　

�　
「
海
」
と
言
う
は
、
久
遠
よ
り
こ
の
か
た
、
凡
聖
所
修
の
雑
修
雑
善
の
川
水
を
転
じ
、
逆
謗
闡
提
恒
沙
無
明
の
海
水

を
転
じ
て
、
本
願
大
悲
智
慧
真
実
恒
沙
万
徳
の
大
宝
海
水
と
成
る
、
こ
れ
を
海
の
ご
と
き
に
喩
う
る
な
り
。
良
に
知
り

ぬ
、
経
に
説
き
て
「
煩
悩
の
氷
解
け
て
功
徳
の
水
と
成
る
」
と
言
え
る
が
ご
と
し
。
已
上

　
　

�　

願
海
は
二
乗
雑
善
の
中
下
の
屍
骸
を
宿
さ
ず
。
い
か
に
い
わ
ん
や
、
人
天
の
虚
仮
邪
偽
の
善
業
、
雑
毒
雑
心
の
屍
骸

を
宿
さ
ん
や
。（
親
全
一
・
七
八
、
聖
典
一
九
八
）

と
あ
り
、「
転
じ
、
成
る
」
と
い
う
転
成
の
徳
と
「
屍
骸
を
宿
さ
ず
」
と
い
う
不
宿
の
徳
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
徳
は
、

「
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
」
と
い
う
誓
願
一
乗
の
力
用
で
あ
る
。
続
い
て
『
大
経
』
の

　
　

如
来
智
慧
海　

深
広
無
涯
底　

二
乗
非
所
測　

唯
仏
独
明
了
（
親
全
一
・
七
九
、
聖
典
一
九
八
）

の
文
に
よ
っ
て
、
二
乗
の
測
る
所
に
あ
ら
ざ
る
如
来
の
智
慧
海
を
示
し
、
さ
ら
に
『
論
註
』
の
不
虚
作
住
持
功
徳
（
親
全
一
・

七
九
）
に
よ
っ
て
、
空
過
を
無
空
過
に
転
成
す
る
本
願
・
神
力
の
相
成
と
、「
二
乗
雑
善
の
中
下
の
屍
骸
を
宿
さ
ず
」
の
理

由
根
拠
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
善
導
「
玄
義
分
」
の
文
、

　
　

我
、
菩
薩
蔵
、
頓
教
と
一
乗
海
に
依
る
（
親
全
一
・
八
〇
、
聖
典
一
九
九
）

が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
も
と
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」
の
文
で
「
化
身
土
巻
」
所
引
の

　
　

�

問
う
て
曰
く
、
こ
の
経
は
二
蔵
の
中
に
は
い
ず
れ
の
蔵
に
か
摂
す
る
、
二
教
の
中
に
は
い
ず
れ
の
教
に
か
収
む
る

や
。
答
え
て
曰
わ
く
、
今
こ
の
『
観
経
』
は
、
菩
薩
蔵
に
収
む
、
頓
教
の
摂
な
り
、
と
。（
親
全
一
・
二
七
八
、
聖
典

三
三
三
）

と
言
わ
れ
る
文
に
先
立
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
で
（『
観
経
疏
』
冒
頭
「
帰
三
宝
偈
」
の
言
葉
で
あ
る
）、
善
導
自
身
が
声
聞
蔵

で
な
く
て
菩
薩
蔵
、
漸
教
で
な
く
て
頓
教
、
二
乗
・
三
乗
で
は
な
く
、
一
乗
海
に
依
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
掲

し
た
「
海
釈
」
の
御
自
釈
に
、



一
〇

　
　

�

願
海
は
二
乗
雑
善
中
下
の
屍
骸
を
宿
さ
ず
。
い
か
に
い
わ
ん
や
、
人
天
の
虚
仮
邪
偽
の
善
業
、
雑
毒
雑
心
の
屍
骸
を
宿

さ
ん
や
。（
聖
典
一
九
八
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
、
同
じ
く
「
海
釈
」
の
『
論
註
』
の
引
文
に
、

　
　

�「
海
」
と
は
、
言
う
こ
こ
ろ
は
、
仏
の
一
切
種
智
、
深
広
に
し
て
涯
な
し
、
二
乗
雑
善
の
中
下
の
屍
骸
を
宿
さ
ず
、
こ

れ
を
海
の
ご
と
し
と
喩
う
。
こ
の
ゆ
え
に
「
天
人
不
動
衆　

清
浄
智
海
生
」
と
言
え
り
。「
不
動
」
と
は
、
言
う
こ
こ

ろ
は
、
か
の
天
人
、
大
乗
根
を
成
就
し
て
傾
動
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
と
。（
親
全
一
・
八
〇
、
聖
典
一
九
九
）

と
あ
る
の
を
受
け
、
と
く
に
、「
二
乗
雑
善
の
中
下
の
屍
骸
を
宿
さ
ず
」、「
か
の
天
人
、
大
乗
根
を
成
就
し
て
傾
動
す
べ
か

ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う
こ
と
を
、「
菩
薩
蔵
・
頓
教
・
一
乗
海
」
と
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
次
に
「
頓
教
・

菩
提
蔵
」（
般
舟
讃
）
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
海
釈
」
は
、『
楽
邦
文
類
』
の
宗
暁
の
、

　
　

�

丹
の
一
粒
は
鉄
を
変
じ
て
金
と
成
す
。
真
理
の
一
言
は
悪
業
を
転
じ
て
善
業
と
成
す
と
。
已
上
（
聖
典
一
九
九
）

と
の
文
を
以
て
結
ば
れ
る
。
あ
く
ま
で
、「
変
成
、
転
成
」
と
い
う
力
用
を
以
て
、
一
乗
の
は
た
ら
き
を
示
す
の
で
あ
る
。

そ
の
力
用
の
対
象
は
、「
凡
聖
所
修
の
雑
修
雑
善
」・「
無
明
の
海
水
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

第
四
項　

絶
対
不
二
の
教
・
絶
対
不
二
の
機

　
「
一
乗
海
釈
」
の
「
海
釈
」
の
次
に
は
、
教
に
つ
い
て
念
仏
・
諸
善
比
校
対
論
と
機
に
つ
い
て
の
比
校
対
論
が
示
さ
れ
、

教
の
四
八
対
、
機
の
一
一
対
を
挙
げ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
論
の
後
に
、
教
に
つ
い
て
は
、

　
　

�

本
願
一
乗
海
を
案
ず
る
に
、
円
融
、
満
足
、
極
促
、
無
碍
、
絶
対
不
二
の
教
な
り
。（
親
全
一
・
八
一
、
聖
典
二
〇
〇
）

と
述
べ
る
。



一
一

　

ま
た
、
機
に
つ
い
て
は
、

　
　

一
乗
海
の
機
を
案
ず
る
に
、
金
剛
の
信
心
は
絶
対
不
二
の
機
な
り
。
知
る
べ
し
（
親
全
一
・
八
二
、
聖
典
二
〇
〇
）

と
述
べ
て
い
る
。
不
二
と
は
、
他
力
釈
に
示
さ
れ
た
、
相
対
分
別
を
超
越
す
る
「
無
碍
の
一
道
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
本

願
一
乗
海
」
の
教
と
機
と
は
、
比
校
対
論
を
超
え
た
絶
対
不
二
の
教
と
絶
対
不
二
の
機
で
あ
る
と
示
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

第
五
項　

一
乗
海
嘆
釈

　

上
記
を
受
け
て
、「
一
乗
海
釈
」
全
体
の
結
び
が
「
一
乗
海
嘆
釈
」
で
あ
る
。

　
　

�　

敬
い
て
一
切
往
生
人
等
に
白
さ
く
、
弘
願
一
乗
海
は
、
無
碍
、
無
辺
、
最
勝
、
深
妙
、
不
可
説
、
不
可
称
、
不
可
思

議
の
至
徳
を
成
就
し
た
ま
え
り
。
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
誓
願
不
可
思
議
な
る
が
故
に
。（
親
全
一
・
八
二
、
聖
典

二
〇
〇
～
二
〇
一
）

と
し
て
、「
誓
願
不
可
思
議
」
に
基
づ
く
「
弘
誓
一
乗
海
」
を
、「
無
碍
、
無
辺
、
最
勝
、
深
妙
、
不
可
説
、
不
可
称
、
不
可

思
議
の
至
徳
を
成
就
し
た
ま
え
り
」
と
讃
え
、
そ
の
誓
願
を
「
悲
願
は
た
と
え
ば
太
虚
空
の
如
し
」
以
下
、
怒
涛
の
如
き

二
八
喩
に
向
か
う
の
で
あ
る
。（
こ
の
二
八
喩
の
意
義
は
さ
ら
に
別
の
機
会
に
考
察
し
た
い
。）

　
　
　
　
　

第
三
節　
「
信
巻
」
に
お
け
る
「
一
乗
」

　

次
に
、「
信
巻
」
お
け
る
「
一
乗
」
を
た
ず
ね
よ
う
。
こ
の
巻
に
は
、
本
願
三
心
の
至
心
を
、

　
　

�

こ
の
心
す
な
わ
ち
こ
れ
不
可
思
議
・
不
可
称
・
不
可
説
の
一
乗
大
智
願
海
、
回
向
利
益
他
の
真
実
心
な
り
。（「
信
巻
」



一
二

至
心
釈
・
御
自
釈
・
親
全
一
・
一
一
九
、
聖
典
二
二
六
～
二
二
七
）

と
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
真
実
」
を
釈
し
て
、

　
　

�「
真
実
」
と
い
う
は
、『
涅
槃
経
』
に
言
わ
く
、
実
諦
は
一
道
清
浄
に
し
て
二
あ
る
こ
と
な
き
な
り
。「
真
実
」
と
い
う

は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
如
来
な
り
。
如
来
は
す
な
わ
ち
こ
れ
真
実
な
り
。
真
実
は
す
な
わ
ち
こ
れ
虚
空
な
り
。
虚
空
は
す

な
わ
ち
こ
れ
真
実
な
り
。
真
実
は
す
な
わ
ち
こ
れ
仏
性
な
り
。
仏
性
は
す
な
わ
ち
こ
れ
真
実
な
り
、
と
。（
親
全
一
・

一
一
九
、
聖
典
二
二
七
）

と
、『
涅
槃
経
』「
聖
行
品
」（
大
正
蔵
一
二
・
六
八
五
中
）
の
文
を
引
く
⑨
。

　

そ
の
冒
頭
の
、「
実
諦
は
一
道
清
浄
に
し
て
二
あ
る
こ
と
な
き
な
り
」
は
、
一
乗
釈
の
第
一
の
引
文
に
も
あ
る
句
で
あ
り
、

続
く
「
真
実
＝
如
来
」「
真
実
＝
虚
空
」「
真
実
＝
仏
性
」
の
文
と
と
も
に
、「
至
心
」
は
、
衆
生
の
誠
心
・
誠
意
・
誠
実
で

は
な
く
、
如
来
の
真
実
心
で
あ
り
、
如
来
の
本
質
で
あ
る
「
仏
性
」
で
あ
る
こ
と
を
彰
わ
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
信
巻
」
で
は
、
三
心
の
釈
の
後
、「
二
河
白
道
譬
」
の
「
白
道
」
を
釈
し
て
、

　
　

�　
「
道
」
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
本
願
一
実
の
直
道
、
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
な
り
。「
路
」
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
二
乗
・

三
乗
・
万
善
諸
行
の
小
路
な
り
。（
親
全
一
・
一
三
〇
、
聖
典
二
三
四
）

と
い
う
。「
二
乗
・
三
乗
・
万
善
諸
行
の
小
路
」
に
対
し
て
、「
願
海
釈
」
の
如
く
「
不
宿
」
の
誓
願
一
仏
乗
の
「
大
道
」
を

明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
四
節　
「
化
身
土
巻
」
に
お
け
る
「
一
乗
」

　
「
信
巻
」
の
次
の
「
証
巻
」・「
真
仏
土
巻
」
に
は
「
一
乗
」
の
語
は
な
く
、
最
後
の
「
化
身
土
巻
」
に
、
上
述
し
た
ご
と
く
、



一
三

聖
道
門
の
八
万
四
千
の
法
門
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
と
は
別
の
「
門
余
」
の
大
道
、
す
な
わ
ち
「
本
願
一
乗
海
」（「
化
身
土
巻
」

門
余
釈
・
聖
典
三
四
一
）
を
明
示
す
る
。

　

そ
れ
は
、

　
　

�「
門
余
」
と
い
う
は
、「
門
」
は
す
な
わ
ち
八
万
四
千
の
仮
門
な
り
。「
余
」
は
す
な
わ
ち
本
願
一
乗
海
な
り
。（
親
全
一
・

二
八
九
、
聖
典
三
四
一
）

と
の
文
で
あ
る
。し
か
し
、こ
れ
は
破
天
荒
の
訓
読
で
あ
る
。基
づ
く
と
こ
ろ
の
善
導『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」の
文
に
お
い
て
は
、

　
　

�

宗
師
（
善
導
）
の
意
に
依
る
に
、「
心
に
依
っ
て
勝
行
を
起
こ
せ
り
、
門
八
万
四
千
に
余
れ
り
、
漸
・
頓
す
な
わ
ち

お
の
お
の
所
宜
に
称
い
て
、
縁
に
随
う
者
、
す
な
わ
ち
み
な
解
脱
を
蒙
れ
り
」（
玄
義
分
）
と
云
え
り
。（
親
全
一
・

二
八
九
、
聖
典
三
四
〇
）

と
あ
っ
て
、
そ
の
趣
旨
は
、
仏
陀
の
法
門
は
八
万
四
千
に
余
る
ほ
ど
の
多
岐
に
わ
た
り
、
衆
生
は
、
そ
れ
ら
の
法
門
の
う
ち

頓
教
で
も
漸
教
で
も
所
宜
に
称
っ
て
、
縁
に
随
う
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
皆
解
脱
を
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
な
の
に
親
鸞
は
、

　
　
「
門
余
」
と
い
う
は
、

と
し
て
、上
述
の
如
く
、「
門
」
を
聖
道
門
の
八
万
四
千
の
法
門
と
し
、「
余
」
を
本
願
一
乗
海
と
し
た
の
で
あ
る
。「
八
万
四
千

の
法
門
」
以
外
の
本
願
一
乗
海
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
聖
道
門
の
「
大
小
、
漸
頓
、
一
乗
・
二
乗
・
三
乗
、
権
実
、
顕
密
、
竪
出
・
竪
超
」
の
「
自
力
、
利
他
教
化
地
、

方
便
権
門
の
道
路
」
に
対
し
て
、
浄
土
門
の
中
で
も
横
出
を
超
え
た
「
横
超
他
力
」
は
、

　
　

�　

専
の
中
の
専
、
頓
の
中
の
頓
、
真
の
中
の
真
、
乗
の
中
の
一
乗
な
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
真
宗
な
り
。
す
で
に
「
真
実

行
」
の
中
に
顕
し
畢
り
ぬ
。（
聖
典
三
四
二
）



と
言
い
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
専
の
中
の
専
、
頓
の
中
の
頓
、
真
の
中
の
真
、
乗
の
中
の
一
乗
」
で
あ
る
「
真
宗
」。
こ

れ
を
す
で
に
真
実
行
（「
行
巻
」）
の
中
に
顕
わ
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
五
節　
「
皆
・
同
・
斉
」
の
仏
道

　

以
上
の
よ
う
に
、『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
一
乗
」
の
語
を
た
ど
っ
て
く
る
と
、
一
乗
と
は
、
親
鸞
に
あ
っ
て
は
、
弥

陀
の
本
願
・
誓
願
に
基
づ
く
よ
り
以
外
に
は
な
く
、
真
宗
の
法
門
そ
の
も
の
を
「
誓
願
一
仏
乗
」、「
弘
誓
一
乗
海
」、「
本
願

一
乗
海
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
相
は
、「
皆
・
同
・
斉
」
の
仏
道
で
あ
る
。

　

即
ち
親
鸞
は
、

　
　

�

大
小
の
聖
人
・
重
軽
の
悪
人
、
皆
同
じ
く
斉
し
く
選
択
の
大
宝
海
に
帰
し
て
、
念
仏
成
仏
す
べ
し
。（
親
全
一
・
六
七
、

聖
典
一
八
九
）

と
法
然
が
開
顕
し
た
「
選
択
本
願
」
を
継
承
し
て
「
選
択
の
大
宝
海
」
と
示
し
、
そ
れ
に
依
る
「
皆
・
同
・
斉
」
の
念
仏
成

仏
を
勧
め
、「
同
一
念
仏
無
別
道
」（
親
全
一
・
六
七
、
聖
典
一
九
〇
）
と
顕
す
の
で
あ
る
。
今
は
、
紙
教
と
時
間
の
関
係
で

細
か
く
は
触
れ
得
な
い
が
、
そ
の
視
線
の
先
に
は
、『
興
福
寺
奏
状
』（
特
に
、
第
六　

浄
土
に
暗
き
失
、
第
七　

念
仏
を
誤

る
失
）
が
見
据
え
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

第
二
章　

誓
願
一
仏
乗
開
顕
の
理
由

　

な
ぜ
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
に
、「
誓
願
一
仏
乗
」
を
顕
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

一
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「
誓
願
一
仏
乗
」
は
、「
弘
誓
一
乗
」
と
も
「
誓
願
一
乗
」
と
も
、「
本
願
一
乗
」
と
も
い
わ
れ
る
が
、そ
れ
ら
は
、要
す
る
に
、

弥
陀
の
本
願
に
基
づ
く
一
乗
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
な
ぜ
真
宗
開
顕
の
核
心
問
題
で
あ
っ

た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
の
に
、『
教
行
信
証
』
の
「
後
序
」
に
注
意
し
た
い
。
そ
こ
に
本
書
撰
述
の
理
由
と
事
情
が

示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、「
興
福
寺
の
学
徒
」
の
「
奏
達
」
に
よ
る
承
元
の
弾
圧
と
『
選
択
集
』
付
属
と
い
う
出
来
事
で
あ
る
。

　

親
鸞
は
こ
の
二
つ
の
出
来
事
を
叙
述
し
て
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

　
　

�　

仍
っ
て
悲
喜
の
涙
を
抑
え
て
由
来
を
縁
を
註
す
。
慶
ば
し
い
か
な
、
心
を
弘
誓
の
仏
地
に
樹
て
、
念
を
難
思
の
法
海

に
流
す
。
深
く
如
来
の
矜
哀
を
知
り
て
、
良
に
師
教
の
恩
厚
を
仰
ぐ
。
慶
喜
い
よ
い
よ
至
り
、
至
孝
い
よ
い
よ
重
し
。

こ
れ
に
因
っ
て
、
真
宗
の
詮
を
鈔
し
、
浄
土
の
要
を
ひ
ろ
う
。
た
だ
仏
恩
の
深
き
こ
と
を
念
じ
て
、
人
倫
の
嘲
を
恥
じ

ず
。
も
し
こ
の
書
を
見
聞
せ
ん
者
、
信
順
を
因
と
し
て
疑
謗
を
縁
と
し
て
、
信
楽
を
願
力
に
彰
し
、
妙
果
を
安
養
に
顕

さ
ん
と
。（
親
全
一
・
三
八
三
・
聖
典
四
〇
〇
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
師
法
然
の
興
し
た
「
浄
土
真
宗
」
⑩
を
、
さ
ら
に
開
顕
す
る
使
命
と
責
任
を
負
っ
た
と
い
う
自
覚
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
浄
土
真
宗
を
、
ま
た
、『
末
燈
鈔
』
第
一
通
に
、
親
鸞
は
、

　
　

�　

聖
道
と
い
う
は
、
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
え
る
ひ
と
の
、
わ
れ
ら
が
こ
こ
ろ
を
す
す
め
ん
が
た
め
に
、
仏
心
宗
・
真

言
宗
・
法
華
宗
・
華
厳
宗
・
三
論
宗
等
の
大
乗
至
極
の
教
な
り
。
仏
心
宗
と
い
う
は
、
こ
の
世
に
ひ
ろ
ま
る
禅
宗
こ
れ

な
り
。
ま
た
、
法
相
宗
・
成
実
宗
・
倶
舎
宗
等
の
権
教
、
小
乗
等
の
教
な
り
。
こ
れ
み
な
聖
道
門
な
り
。
権
教
と
い
う

は
す
な
わ
ち
、
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
え
る
仏
・
菩
薩
の
、
か
り
に
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
す
す
め
た
ま

う
が
ゆ
え
に
、
権
と
い
う
な
り
。
浄
土
宗
に
ま
た
、
有
念
あ
り
、
無
念
あ
り
。
有
念
は
散
善
義
、
無
念
は
定
善
義
な
り
。

一
五



浄
土
の
無
念
は
、
聖
道
の
無
念
に
は
に
ず
。
ま
た
、
こ
の
聖
道
の
無
念
の
な
か
に
、
ま
た
有
念
あ
り
。
よ
く
よ
く
と
う

べ
し
。
浄
土
宗
の
な
か
に
、
真
あ
り
仮
あ
り
。
真
と
い
う
は
、
選
択
本
願
な
り
。
仮
と
い
う
は
、
定
散
二
善
な
り
。
選

択
本
願
は
浄
土
真
宗
な
り
。
定
散
二
善
は
方
便
仮
門
な
り
。
浄
土
真
宗
は
大
乗
の
な
か
の
至
極
な
り
。（
聖
典
六
〇
一
）

と
、
述
べ
て
い
る
。「
仏
心
宗
・
真
言
宗
・
法
華
宗
・
華
厳
宗
・
三
論
宗
等
の
大
乗
至
極
の
教
」・「
法
相
宗
・
成
実
宗
・
倶

舎
宗
等
の
権
教
、
小
乗
等
の
教
」
と
い
う
聖
道
門
と
「
浄
土
宗
の
方
便
仮
門
」
に
対
し
て
、
浄
土
真
宗
が
「
大
乗
の
な
か
の

至
極
」
た
る
こ
と
を
明
ら
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
『
教
行
信
証
』
を
撰
述
す
る
。
中
で
も
、
中
心
的
課
題

が
、「
大
乗
の
な
か
の
至
極
」「
乗
中
の
一
乗
」
た
る
誓
願
一
仏
乗
の
開
顕
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

親
鸞
が
、『
教
行
信
証
』
に
、
誓
願
一
仏
乗
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
師
法
然
の
浄
土
宗
独
立
と
い
う
仏
道
興
隆
の
精
神

に
触
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
親
鸞
は
、
法
華
一
乗
の
山
、
比
叡
山
に
お
け
る
二
十
年
も
の
懸
命
の
修
学
に
身
を
置
い
た
が
、

二
十
九
歳
に
し
て
「
山
を
出
で
て
」（『
恵
信
尼
消
息
』
第
三
通
）、
六
角
堂
に
参
籠
し
て
聖
徳
太
子
に
後
世
を
祈
り
そ
の
示

現
を
受
け
て
、
法
然
に
値
遇
し
て
弥
陀
の
本
願
に
帰
し
、
法
然
の
浄
土
宗
独
立
の
事
業
に
参
画
し
た
。

　

浄
土
宗
独
立
に
対
す
る
承
元
の
弾
圧
を
は
じ
め
と
す
る
幾
重
も
の
弾
圧
に
も
ひ
る
ま
ず
、
師
法
然
の
立
教
開
宗
の
書
『
選

択
本
願
念
仏
集
』
を
相
承
し
て
、「
浄
土
真
宗
」
を
六
巻
の
構
成
を
以
て
体
系
的
に
開
顕
し
た
著
作
が
『
教
行
信
証
』
で
あ
る
。

天
台
宗
・
真
言
宗
を
主
流
と
す
る
聖
道
門
の
仏
教
界
か
ら
、
傍
流
的
な
教
え
と
し
て
寓
宗
扱
い
さ
れ
て
き
た
浄
土
の
教
え
を

独
立
さ
せ
た
法
然
を
継
承
し
て
、
そ
の
「
真
宗
」
を
聖
道
門
に
対
峙
し
、
浄
土
仮
門
に
対
す
る
真
仏
教
と
し
て
明
ら
か
に
す

る
。
そ
れ
が
、「
化
身
土
巻
」
の
「
門
余
釈
」
に
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
上
に
た
ず
ね
た
。

　

ま
た
、『
教
行
信
証
』「
別
序
」（「
信
巻
」
序
）
に
も
、「
化
身
土
巻
」
の
聖
浄
二
門
判
釈
に
も
、「
後
序
」
に
も
そ
の
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、「
別
序
」
に
、

一
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�　

然
る
に
、
末
代
の
道
俗
・
近
世
の
宗
師
、
自
性
唯
心
に
沈
み
て
浄
土
の
真
証
を
貶
す
、
定
散
の
自
心
に
迷
い
て
金
剛

の
真
信
に
昏
し
。（
親
全
一
・
九
五
、
聖
典
二
一
〇
）

と
。
聖
道
門
の「
自
性
唯
心
」に
対
し
て
、「
浄
土
の
真
証
」を
顕
し
、ま
た
、浄
土
門
の
方
便
門
の「
定
散
の
自
心
」に
対
し
て
、

「
金
剛
の
真
信
」
を
明
示
す
る
。

　

ま
た
、
先
に
触
れ
た
が
、「
化
身
土
巻
」
の
「
聖
浄
二
門
判
釈
」
に
は
、

　
　

�　

お
お
よ
そ
一
代
の
教
に
つ
い
て
、
こ
の
界
の
中
に
し
て
入
聖
得
果
す
る
を
「
聖
道
門
」
と
名
づ
く
、「
難
行
道
」
と

云
え
り
。
こ
の
門
の
中
に
つ
い
て
、
大
小
、
漸
頓
、
一
乗
・
二
乗
・
三
乗
、
権
実
、
顕
密
、
竪
出
・
竪
超
あ
り
。
す
な

わ
ち
こ
れ
自
力
、
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
の
道
路
な
り
。
安
養
浄
刹
に
し
て
入
聖
証
果
す
る
を
「
浄
土
門
」
と
名
づ

く
、「
易
行
道
」
と
云
え
り
。
こ
の
門
の
中
に
つ
い
て
、
横
出
・
横
超
、
仮
・
真
、
漸
・
頓
、
助
・
正
・
雑
行
、
雑
修
・

専
修
あ
る
な
り
。
…
（
中
略
）
…
「
横
超
」
と
は
、
本
願
を
憶
念
し
て
自
力
の
心
を
離
る
、
こ
れ
を
「
横
超
他
力
」
と

名
づ
く
る
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
専
の
中
の
専
、
頓
の
中
の
頓
、
真
の
中
の
真
、
乗
の
中
の
一
乗
な
り
、
こ
れ
す
な
わ

ち
真
宗
な
り
。（
聖
典
三
四
一
～
二
）

と
す
る
。
聖
道
門
の
「
一
乗
・
二
乗
・
三
乗
」
に
対
し
て
、「
乗
中
の
一
乗
」
た
る
「
横
超
他
力
」
を
「
こ
れ
す
な
わ
ち
真
宗
な
り
」

と
明
確
に
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
後
序
」
に
は
、
承
元
の
弾
圧
を
惹
起
す
る
状
況
を
、

　
　

�　

竊
か
に
以
み
れ
ば
、聖
道
の
諸
教
は
行
証
久
し
く
廃
れ
、浄
土
の
真
宗
は
証
道
い
ま
盛
な
り
。し
か
る
に
諸
寺
の
釈
門
、

教
に
昏
く
し
て
真
仮
の
門
戸
を
知
ら
ず
、
洛
都
の
儒
林
、
行
に
迷
う
て
邪
正
の
道
路
を
弁
う
る
こ
と
な
し
。（
親
全
一
・

三
八
〇
、
聖
典
三
九
八
）

と
し
て
、「
浄
土
の
真
宗
」
を
「
聖
道
の
諸
教
」
と
対
峙
し
、
ま
た
「
諸
寺
の
釈
門
」、「
洛
都
の
儒
林
」
の
「
昏
」
と
「
迷
」

一
七



を
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
の
法
然
の
仏
教
開
顕
の
本
質
が
、「
源
空
和
讃
」
第
一
首
に
は
鮮
烈
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　

本
師
源
空
世
に
い
で
　ゝ

弘
願
の
一
乗
ひ
ろ
め
つ
つ

　
　
　

日
本
一
州
こ
と
ご
と
く　

浄
土
の
機
縁
あ
ら
わ
れ
ぬ
（『
高
僧
和
讃
』「
源
空
和
讃
」
第
一
首
）

で
あ
る
。「
弘
願
の
一
乗
」
の
故
に
こ
そ
、「
浄
土
の
機
縁
」
が
現
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
「
浄
土
の
機
縁
」
と
は
、
何
だ
ろ
う
か
。
和
讃
に
、
親
鸞
は
、

　
　

釈
迦
韋
提
方
便
し
て　
　

浄
土
の
機
縁
熟
す
れ
ば

　
　
　

雨
行
大
臣
証
と
し
て　
　

闍
王
逆
悪
興
ぜ
し
む
（「
観
経
和
讃
」
第
八
首
）

と
詠
ま
れ
た
。
平
穏
無
事
な
状
況
で
は
な
い
。
逆
悪
の
興
起
の
中
の
機
縁
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
教
行
信
証
』「
総
序
」
に
、

　
　

�　

し
か
れ
ば
す
な
わ
ち
、
浄
邦
縁
熟
し
て
、
調
達
、
闍
世
を
し
て
逆
害
を
興
ぜ
し
む
。
浄
業
機
彰
れ
て
、
釈
迦
、
韋
提

を
し
て
安
養
を
え
ら
ば
し
め
た
ま
え
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
権
化
の
仁
、
斉
し
く
苦
悩
の
群
萠
を
救
済
し
、
世
雄
の
悲
、

正
し
く
逆
謗
闡
提
を
恵
ま
ん
と
欲
す
。（
親
全
一
・
五
、
聖
典
一
四
九
）

と
あ
る
、
浄
業
の
機
・
浄
邦
の
縁
で
あ
る
。

　
「
浄
土
の
機
縁
」
は
、「
興
福
寺
の
学
徒
」
の
「
奏
達
」
に
よ
る
承
元
の
専
修
念
仏
弾
圧
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
逆

縁
教
興
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
法
然
の
専
修
念
仏
教
団
は
、
一
時
、
徹
底
的
に
破
滅
さ
れ
た
。
そ
の
「
弘
願
の
一
乗
」

を
紹
隆
す
る
こ
と
を
、
親
鸞
は
使
命
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
の
「
興
福
寺
の
学
徒
」「
奏
達
す
」
と

記
し
た
『
興
福
寺
奏
状
』
を
読
み
込
み
、
師
法
然
の
教
え
を
「
お
も
ん
み
る
」（
以
る
）
と
こ
ろ
か
ら
、
誓
願
一
仏
乗
は
開

顕
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

法
然
は
『
選
択
集
』
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
問
う
。

一
八



　
　

�　

問
う
て
曰
く
。
一
切
衆
生
に
皆
仏
性
有
り
、
遠
劫
よ
り
以
来
應
に
多
佛
に
値
う
べ
し
。
何
に
因
り
て
か
今
に
至
る
ま

で
、
仍
自
ら
生
死
に
輪
廻
し
て
火
宅
を
出
で
ざ
る
や
。（『
選
択
本
願
念
仏
集
』・
真
聖
全
一
・
九
二
九
）

と
。「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
や
「
応
値
多
仏
」
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
や
「
応
値
多
仏
」

を
標
榜
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
一
切
衆
生
が
悉
く
仏
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
実
現
し
て
い
る
の
か
と
い
う
仏
教
界
全
体
に

対
す
る
問
い
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
こ
と
を
、
よ
り
具
体
的
に
た
ず
ね
れ
ば
、

　
　

�　

比
叡
山
は
是
れ
、
伝
教
大
師
の
建
立
、
桓
武
天
皇
の
御
願
な
り
。
大
師
自
ら
結
界
し
て
谷
を
堺
ひ
、
峯
を
局
て
女
人

の
形
を
入
れ
ず
。一
乗
の
峯
高
く
立
て
五
障
の
雲
聳
ゆ
る
こ
と
無
く
一
味
の
谷
深
く
し
て
三
従
の
水
流
る
る
こ
と
無
し
。

藥
師
医
王
の
霊
像
耳
に
聞
て
眼
に
視
ず
。大
師
結
界
の
霊
地
、遠
く
見
て
近
く
臨
ま
ず
。高
野
山
は
弘
法
大
師
結
界
の
峯
、

真
言
上
乗
繁
盛
の
地
な
り
。
三
密
の
月
輪
、
普
く
照
す
と
雖
も
女
人
非
器
の
闇
を
ば
照
ら
さ
ず
。
五
瓶
の
智
水
も
、
等

し
く
流
る
る
と
雖
も
、
女
人
垢
穢
の
質
に
灑
が
ず
。
…
（
中
略
）
…
ま
た
、
聖
武
天
王
の
御
願
、
十
六
丈
金
銅
の
舎
那

の
前
、
遥
に
こ
れ
を
拝
見
す
と
雖
も
、
な
お
扉
の
内
に
は
入
れ
ず
。
天
智
天
王
の
建
立
、
五
丈
の
石
像
弥
勒
の
前
、
高

く
仰
い
で
こ
れ
を
礼
拝
す
と
雖
も
、
尚
壇
上
に
は
障
有
り
、
乃
至
金
峯
の
雲
の
上
、
醍
醐
の
霞
の
中
、
女
人
は
影
を
せ

ず
。（
法
然
『
漢
語
燈
録
』
巻
一
・
真
聖
全
四
・
二
七
七
～
二
七
八
・
原
漢
文
）

と
い
う
法
然
の
法
語
が
あ
る
。
比
叡
山
・
高
野
山
・
東
大
寺
等
々
一
切
衆
生
の
救
い
た
る
大
乗
一
乗
を
標
榜
し
な
が
ら
も
、

生
類
の
過
半
の
女
性
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
を
問
う
て
い
る
。
こ
れ
が
、
法
然
の
仏
教
開
顕
の
根
本
の
問
題
提
起
で
あ
り
、

こ
れ
を
継
承
し
て
、
華
厳
一
乗
や
法
華
一
乗
に
対
し
て
誓
願
一
仏
乗
を
開
顕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

そ
れ
故
に
、
上
に
触
れ
た
「
大
願
清
浄
の
報
土
」
や
「
選
択
の
大
宝
海
」
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

一
九



　

親
鸞
は
「
大
行
釈
結
釈
」
に
次
の
よ
う
に
い
う

　
　

�　

明
に
知
ん
ぬ
。
是
れ
凡
聖
自
力
の
行
に
非
ず
。
故
に
不
回
向
の
行
と
名
づ
く
る
な
り
。
大
小
聖
人
、
重
軽
悪
人
、
皆

同
じ
く
斉
し
く
、
選
択
の
大
宝
海
に
帰
し
て
念
仏
成
仏
す
べ
し
。
是
を
以
て
『
論
註
』
に
曰
く
、
彼
の
安
楽
浄
土
は
、

阿
弥
陀
如
来
の
正
覚
浄
花
の
化
生
す
る
所
に
非
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
同
一
に
念
仏
し
て
別
の
道
無
き
が
故
に
。
已

上
（「
行
巻
」
大
行
釈
結
釈
・
親
全
一
・
六
七
、
聖
典
一
八
九
～
一
九
〇
）

こ
れ
こ
そ
、
法
然
に
対
す
る
応
答
で
あ
ろ
う
。

　
「
皆
、
同
じ
く
、
斉
し
く
」
選
択
大
宝
海
に
、
帰
し
、「
皆
、
同
じ
く
、
斉
し
く
」
念
仏
し
、「
皆
、
同
じ
く
、
斉
し
く
」

成
仏
す
べ
し
と
い
う
。「
皆
、
同
じ
く
、
斉
し
く
」
は
、
帰
依
と
念
仏
と
成
仏
に
か
か
る
。「
皆
同
斉
」
が
、
一
乗
の
誓
願
の

旨
趣
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
の
誓
願
一
仏
乗
の
行
が
「
同
一
念
仏
」、
誓
願
一
仏
乗
の
果
が
「
無
別
道
」、
す
な
わ
ち

阿
弥
陀
如
来
の
正
覚
よ
り
化
生
す
る
道
果
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
に
、

　
　

聖
道
権
仮
の
方
便
に　

衆
生
ひ
さ
し
く
と
ど
ま
り
て

　
　

�　

�

諸
有
に
流
転
の
身
と
ぞ
な
る　

悲
願
の
一
乗
帰
命
せ
よ　
（『
浄
土
和
讃
』「
大
経
和
讃
」
第
二
十
二
首
・
親
全
二
・

四
四
）

と
詠
み
、「
悲
願
の
一
乗
帰
命
せ
よ
」
と
強
く
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

親
鸞
は
、「
信
巻
」
に
、
師
の
元
照
を
承
け
た
用
欽
の
言
葉
を
引
く
。

　
　

�

律
宗
の
用
欽
師
の
云
わ
く
、
至
れ
る
こ
と
『
華
厳
』
の
極
唱
・『
法
華
』
の
妙
談
に
如
か
ん
や
。
か
つ
は
未
だ
普
授
あ

る
こ
と
を
見
ず
。
衆
生
一
生
に
み
な
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
記
を
得
る
こ
と
は
、
誠
に
謂
う
と
こ
ろ
の
、
不
可
思
議

功
徳
の
利
な
り
、
と
。
已
上
（
親
全
一
・
一
五
一
）

二
〇



と
。
華
厳
の
極
唱
、
法
華
の
妙
談
に
ま
さ
る
も
の
は
無
い
。
し
か
し
、
衆
生
が
、
一
生
に
皆
悉
く
無
上
正
遍
道
の
記
を
得
る

と
い
う
「
普
授
」
が
あ
る
の
は
、た
だ
、弥
陀
の
誓
願
一
仏
乗
の
不
可
思
議
功
徳
の
利
益
で
あ
る
と
親
鸞
は
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
一
乗
の
開
顕
と
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
が
、
次
に
章
を
改
め
て
「
一
乗
釈
」
の
経
文
証
に

挙
げ
ら
れ
た
経
文
の
趣
意
を
た
ず
ね
る
こ
と
を
通
し
て
「
誓
願
一
仏
乗
開
顕
の
意
義
」
を
確
か
め
た
い
。

第
三
章　
「
一
乗
釈
」
の
経
文
証
『
涅
槃
経
』・『
華
厳
経
』
引
文
の
意
義

　
「
誓
願
一
仏
乗
」
と
は
、「
法
華
一
（
仏
）
乗
」
に
対
し
て
、
誓
願
を
基
底
と
す
る
一
仏
乗
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
仏
乗

（
一
乗
）
と
は
、
大
乗
を
よ
り
徹
底
し
た
思
想
で
、
す
べ
て
の
衆
生
が
唯
一
の
「
乗
」
に
よ
っ
て
仏
に
な
る
べ
し
と
い
う
教

え
で
あ
る
。
大
乗
が
、
も
し
真
の
「
大
乗
」
な
ら
ば
、
い
く
つ
も
あ
る
わ
け
が
な
い
。
唯
一
つ
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
大
乗

経
典
の
は
し
り
で
あ
る
『
維
摩
経
』
を
受
け
て
、『
法
華
経
』
に
は
、「
火
宅
三
車
の
譬
喩
」
を
も
っ
て
一
乗
と
三
乗
と
い
う

こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
譬
喩
に
、
長
者
が
最
後
に
用
意
し
た
一
大
白
牛
車
こ
そ
「
法
華
一
乗
」
を
示
す
。
そ
れ
は
、

「
法
華
経
に
基
づ
く
一
乗
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
法
華
一
乗
」
は
、
天
台
智
顗
に
よ
っ
て
、
天
台
宗
の
教
学
と
し
て
大
成

さ
れ
た
。
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
一
乗
思
想
は
、
華
厳
一
乗
・
真
言
一
乗
な
ど
、
大
乗
仏
教
各
宗
に
於
て
説
か
れ
て
い
る
。

　

親
鸞
は
、
在
叡
二
十
年
の
修
学
に
於
て
天
台
教
学
を
は
じ
め
華
厳
・
真
言
等
を
知
悉
し
た
上
で
、
し
か
も
下
山
し
、
法
然

に
値
遇
し
て
浄
土
真
宗
に
帰
し
、
法
然
の
精
神
を
、
法
華
一
乗
に
対
峙
す
る
誓
願
一
仏
乗
と
し
て
開
顕
し
た
。

　

こ
の
節
で
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
一
乗
海
釈
中
の
経
文
証
の
意
義
を
た
ず
よ
う
。

　

一
乗
釈
は
、
先
ず
本
論
冒
頭
に
挙
げ
た
親
鸞
自
身
の
文
章
（
御
自
釈
）
が
示
さ
れ
、
続
い
て
、
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
文

と
し
て
、『
涅
槃
経
』
の
「
聖
行
品
」・「
徳
王
品
」
各
一
文
、「
師
子
吼
品
」
二
文
と
『
華
厳
経
』「
明
難
品
」
一
文
の
計
五

二
一



二
二

文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
経
文
の
意
義
は
何
だ
ろ
う
か
。
御
自
釈
と
引
用
経
文
と
の
関
係
の
考
察
は
勿
論
重

要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
辻
褄
を
合
せ
る
だ
け
で
は
す
ま
な
い
。
引
用
さ
れ
た
経
文
が
、
元
の
経
典
そ
の
も
の
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
上
の
意
義
を
も
っ
て
い
た
か
。
ま
た
、
特
に
天
台
教
学
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ

る
も
の
か
。
そ
れ
が
経
文
証
と
し
て
「
一
乗
釈
」
に
配
置
さ
れ
た
時
に
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
も
の
に
化
学
変
化
の
如

く
変
化
し
た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
考
察
し
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　
　

第
一
節　
『
涅
槃
経
』「
聖
行
品
」
引
文
の
意
義

　

ま
ず
、
第
一
文
は
、

　
　

�『
涅
槃
経
』
に
言
わ
く
、
善
男
子
、
実
諦
は
名
づ
け
て
大
乗
と
曰
う
。
大
乗
に
非
ざ
る
は
実
諦
と
名
づ
け
ず
。
善
男
子
、

実
諦
は
是
れ
仏
の
所
説
な
り
、
魔
の
所
説
に
非
ず
。
若
し
是
れ
魔
説
は
仏
説
に
非
ざ
れ
ば
、
実
諦
と
名
づ
け
ず
。
善
男

子
、
実
諦
は
一
道
清
浄
に
し
て
、
二
あ
る
こ
と
な
き
な
り
。
已
上
（
親
全
一
・
七
六
、
聖
典
一
九
七
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
『
涅
槃
経
』「
聖
行
品
」
の
文
⑪
（
大
正
蔵
一
二
・
六
八
五
上
二
九
～
六
八
五
中
二
）
で
あ
る
。

　

こ
の
経
文
は
、
元
の
『
涅
槃
経
』
で
は
、
仏
説
と
し
て
の
実
諦
・
真
実
を
明
か
す
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
実
諦
は
大

乗
と
名
づ
く
。
大
乗
で
な
い
も
の
は
実
諦
と
名
付
け
な
い
。
実
諦
は
仏
説
で
あ
っ
て
魔
説
で
は
な
い
。
魔
説
は
仏
説
で
は
な

い
か
ら
実
諦
と
名
付
け
な
い
。
実
諦
は
一
道
清
浄
で
あ
っ
て
二
つ
あ
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
実

諦
は
大
乗
で
あ
り
仏
説
で
あ
っ
て
、
魔
説
で
は
な
い
。
た
だ
一
道
で
あ
り
、
清
浄
に
し
て
二
有
る
こ
と
な
し
、
と
い
う
。
こ

の
文
の
、「
実
諦
・
大
乗
・
仏
所
説
・
非
魔
説
」
の
繰
り
返
し
は
く
ど
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
そ
の
昔
、『
涅
槃
経
』

は
守
旧
勢
力
か
ら
非
難
攻
撃
を
蒙
っ
た
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



二
三

　

こ
の
文
は
『
法
華
玄
義
』
に
は
、
三
法
妙
の
証
文
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
⑫
。
こ
れ
を
、
一
乗
釈
の
証
文
第
一
文
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
意
義
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
時
、
は
る
か
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
『
興
福
寺
奏
状
』
で
あ
る
。
八
宗
同
心
の
訴
訟
と
し
て
、
法
然
を
「
天
魔
」
と

し
、
そ
の
布
教
を
「
魔
雲
」
と
し
て
厳
し
く
弾
劾
し
た
の
だ
っ
た
⑬
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
義
諦
、
無
上
真
実
の
道
理
と
し
て
の
誓
願
一
仏
乗
は
、
真
実
諦
で
あ
り
仏
の
所
説
で
あ
っ
て
、
決

し
て
魔
説
で
は
な
い
。「
唯
仏
一
道
独
清
閑
」（
親
全
一
・
一
五
三
、
聖
典
二
五
一
）
な
る
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
こ
う
と
す
る
意
志
が
、
こ
の
文
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
と
い
う
意
義
が
あ
る
と
推
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

第
二
節　
『
涅
槃
経
』「
徳
王
品
」
引
文
の
意
義

　

次
の
「
一
乗
釈
」
引
文
の
第
二
文
は
、

　
　

�　

ま
た
言
わ
く
、
云
何
が
菩
薩
、
一
実
に
信
順
す
る
。
菩
薩
は
、
一
切
衆
生
を
し
て
皆
一
道
に
帰
せ
し
む
と
了
知
す
る

な
り
。
一
道
は
謂
く
、
大
乗
な
り
。
諸
仏
・
菩
薩
、
衆
生
の
為
の
故
に
分
か
ち
て
三
と
為
す
。
是
の
故
に
菩
薩
、
不
逆

に
信
順
す
、
と
。
已
上
（
親
全
一
・
七
七
、
聖
典
一
九
七
）

と
の
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、も
と
『
涅
槃
経
』「
徳
王
品
」
の
文
⑭
（
大
正
蔵
一
二
・
七
五
九
中
一
四
五
～
一
七
）
で
あ
る
。『
涅

槃
経
』
を
修
習
す
る
菩
薩
の
得
る
功
徳
の
内
、
第
八
功
徳
を
説
く
中
の
一
つ
に
「
信
順
一
実
」
が
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
の
引
文
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』
本
文
自
体
の
文
脈
で
は
、「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
、
菩
薩
が
一
実
に
信
順
す
る
こ
と
か
。
菩

薩
は
、〈（
如
来
は
）
一
切
衆
生
を
し
て
皆
一
道
に
帰
せ
し
め
る
。
一
道
と
は
大
乗
で
あ
る
。
諸
仏
菩
薩
は
衆
生
の
た
め
に
こ

れ
（
一
道
・
大
乗
）
を
分
け
て
三
と
す
る
〉
と
了
知
す
る
。
こ
の
故
に
菩
薩
は
信
順
し
て
逆
ら
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ



二
四

ろ
う
。

　

そ
れ
を
親
鸞
は
、
右
の
よ
う
に
訓
読
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
、「
信
順
不
逆
」
を
、
多
く
の
註
釈
が
「
信
順

し
て
逆
ら
わ
ず
」
と
読
ん
で
来
た
が
、
親
鸞
は
、「
不
逆
に
信
順
す
」
と
訓
読
し
て
い
る
こ
と
は
特
殊
で
あ
る
。
菩
薩
が
信

順
す
る
「
一
実
」
は
、「
一
乗
」（「
一
道
」）
で
あ
り
、
そ
れ
が
、「
不
逆
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
⑮
。
で
は
、「
不
逆
」

と
は
何
か
。『
大
無
量
寿
経
』
に
所
謂
「
其
国
不・

逆・

違
、
自
然
之
所
牽
」（
善
悪
段
・
聖
典
五
七
）
の
願
力
自
然
の
理
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
菩
薩
が
信
順
す
る
の
は
、
誓
願
一
仏
乗
の
道
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
か
す
文
証

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
三
節　
『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
品
」（
一
）
引
文
の
意
義

　

次
の
第
三
文
は
、

　
　

�　

ま
た
言
わ
く
、
善
男
子
、「
畢
竟
」
に
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
荘
厳
畢
竟
、
二
つ
に
は
究
竟
畢
竟
な
り
。
一
つ
に
は

世
間
畢
竟
、
二
つ
に
は
出
世
畢
竟
な
り
。
荘
厳
畢
竟
は
六
波
羅
蜜
な
り
。
究
竟
畢
竟
は
一
切
衆
生
得
る
と
こ
ろ
の
一
乗

な
り
。
一
乗
は
名
づ
け
て
仏
性
と
な・

す
。
こ
の
義
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
我
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
説
く
な
り
。

一
切
衆
生
こ
と
ご
と
く
一
乗
あ
り
。
無
明
覆
え
る
を
以
て
の
故
に
、見
る
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
た
わ
ず
、と
。
已
上
（
親

全
一
・
七
七
、
聖
典
一
九
七
。「
な・

す
」
は
坂
東
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
…
筆
者
）

と
の
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
品
」
の
文
で
あ
る
⑯
。

　

畢
竟
に
二
種
あ
り
と
し
て
、
荘
厳
畢
竟
と
究
竟
畢
竟
。
世
間
畢
竟
と
出
世
畢
竟
と
を
挙
げ
て
、
荘
厳
畢
竟
は
六
波
羅
蜜
で

あ
り
、
究
竟
畢
竟
は
、
一
切
衆
生
が
得
る
所
の
一
乗
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、（
一
切
衆
生
が
得
る
所
の
）
一
乗
は
仏
性



二
五

で
あ
る
が
故
に
、我
（
如
来
は
）「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
、一
切
衆
生
こ
と
ご
と
く
一
乗
あ
り
。
無
明
覆
え
る
を
以
て
の
故
に
、

見
る
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
た
わ
ず
」
と
説
く
の
で
あ
る
と
、
結
ば
れ
て
い
る
文
で
あ
る
。

　

こ
の
文
は
、『
法
華
玄
義
』（
巻
第
十
上
、
大
章
第
五
釈
教
相
・
三
明
難
）
に
も
一
部
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
　

�
涅
槃
二
十
五
云
、「
究
竟
畢
竟
者
、
一
切
衆
生
所
得
一
乗
。
一
乗
者
名
為
仏
性
。
以
是
義
故
我
説
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
、

一
切
衆
生
悉
有
一
乗
。
故
今
經
是
一
乘
之
教
。
與
涅
槃
玄
會
。」（
大
正
蔵
三
三
・
八
〇
三
上
）

と
あ
り
、結
び
の
文
「
故
今
經
是
一
乘
之
教
。
與
涅
槃
玄
會
」（
故
に
、今
經
は
是
れ
一
乘
の
教
に
し
て
、涅
槃
と
玄
に
會
す
）

に
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
法
華
経
』
の
一
乗
が
、『
涅
槃
経
』
の
悉
有
仏
性
の
教
え
と
一
致
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
⑰
。

　

親
鸞
に
は
、
別
に
智
顗
の
如
く
『
涅
槃
経
』
と
『
法
華
経
』
が
一
致
す
る
こ
と
を
論
証
す
る
必
要
も
意
図
も
な
い
。

　
『
法
華
玄
義
』
と
『
教
行
信
証
』
を
比
較
す
れ
ば
、『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
「
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
」
の
あ
と
に
、

「
以
無
明
覆
故
、
不
能
得
見
」
ま
で
を
記
し
て
い
る
の
が
親
鸞
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
法
の
道
理
と
し
て
は
「
一
切
衆
生

悉
有
仏
性
、
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
」
で
あ
っ
て
も
、
事
実
と
し
て
は
、「
以
無
明
覆
故
、
不
能
得
見
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
乗
・
仏
性
の
道
理
と
と
も
に
「
無
明
覆
え
る
が
故
に
、
見
る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
い
う
人
間
の
事
実
を
世
尊
は

見
据
え
て
い
る
と
親
鸞
は
拝
し
た
の
だ
。『
法
華
玄
義
』
で
は
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
、
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
」
と
い
う
高

ら
か
な
宣
言
の
陰
に
無
視
さ
れ
た
「
以
無
明
覆
故
、
不
能
得
見
」
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
抜
き
に
し
た
一
乗
で
は
な
く
、「
無

明
覆
え
る
が
故
に
見
る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
い
う
人
間
の
事
実
ま
で
も
含
ん
で
、
し
か
も
、
そ
れ
に
障
礙
さ
れ
る

こ
と
な
く
一
乗
・
仏
性
を
実
現
し
て
い
く
誓
願
一
乗
の
は
た
ら
き
を
表
そ
う
と
す
る
の
が
親
鸞
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
法
華
玄
義
』
の
註
釈
で
あ
る
、
湛
然
の
『
法
華
玄
義
釈
箋
』
巻
第
十
九
に
は
、

　
　

�

第
四
同
明
一
乗
中
、
言
畢
竟
者
、
経
云
「
畢
竟
有
二
種
。
一
者
荘
厳
畢
竟
、
二
者
畢
竟
畢
竟
。
又
有
二
種
、
一
者
世
間
、



二
出
世
間
。
荘
厳
畢
竟
、
謂
六
波
羅
蜜
。
畢
竟
畢
竟
、
謂
一
切
衆
生
悉
是
一
乗
。
一
乗
者
名
為
仏
性
。
是
故
我
説
、
一

切
衆
生
悉
有
仏
性
。
悉
有
一
乗
」（
大
正
蔵
三
三
・
九
五
三
中
）

と
あ
る
。「
究
竟
畢
竟
」
を
「
畢
竟
畢
竟
」
と
し
て
、「
畢
竟
の
畢
竟
は
、
謂
く
一
切
衆
生
悉
く
是
れ
一
乗
な
り
。
一
乗
と

は
、
名
け
て
仏
性
と
な
す
。
是
の
故
に
我
、
一
切
衆
生
悉
く
仏
性
あ
り
、
悉
く
一
乗
あ
り
と
説
く
」
と
し
て
、『
法
華
経
』

の
「
一
乗
」
と
『
涅
槃
経
』
の
「
仏
性
」
と
が
同
義
で
あ
る
こ
と
を
明
解
に
示
す
が
、
こ
こ
で
も
「
以
無
明
覆
故
、
不
能
得

見
」
に
は
、
一
瞥
も
く
れ
て
い
な
い
。
智
顗
は
「
以
是
義
故
我
説
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
、
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
。」（
大
正
蔵

三
三
・
八
〇
三
上
）、
湛
然
も
「
是
故
我
説
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
悉
有
一
乗
」（
大
正
蔵
三
三
・
九
五
三
中
）
と
し
て
「
以

無
明
覆
故
、
不
能
得
見
」
を
抜
き
に
す
る
。
天
台
の
特
徴
と
い
う
べ
き
か
。

　

一
乗
と
悉
有
仏
性
と
の
相
関
は
鉄
則
で
あ
る
。
決
し
て
外
す
こ
と
の
で
き
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
一
乗
を
表
す
こ
と
と

悉
有
仏
性
と
は
別
に
は
出
来
な
い
。

　

だ
か
ら
、
親
鸞
も
ま
た
、
上
述
の
如
く
一
乗
釈
に
「
究
竟
畢
竟
」
以
下
の
文
を
引
く
。
し
か
し
、
大
き
な
相
違
点
は
、
今

た
ず
ね
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
、

　
　

我●

説●

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
。
以
無
明
覆
故
、
不
能
得
見
。（
親
全
一
・
七
七
）

と
、「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
」
に
止
ま
ら
ず
「
以
無
明
覆
故
、
不
能
得
見
」
ま
で
を
仏
説
と
し
て
受

け
止
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ふ
つ
う
我
々
は
、「
以
無
明
覆
故
、
不
能
得
見
」
と
知
れ
ば
こ
そ
、
無
明
を
除
い
て
、「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
一
切
衆
生

悉
有
一
乗
」
の
道
理
を
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
聖
道
門
教
学
の
「
断
惑
証
理
」
の
修
行
論

で
あ
る
。
人
知
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
仏
説
に
対
す
る
正
し
い
態
度
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で

は
な
い
。「
以
無
明
覆
故
、
不
能
得
見
」
ま
で
を
も
含
ん
で
仏
説
と
し
て
聞
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
如
来
が
、
衆
生
自

二
六



身
に
自
ら
が
「
無
明
存
在
」
で
あ
る
こ
と
に
目
覚
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
教
え
な
の
だ
。「
真
仏
土
巻
」
に
も
、
上
記
「
以
無

明
覆
故
不
能
得
見
」
と
同
趣
旨
の
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
、
煩
悩
覆
故
不
能
得
見
」（
親
全
一
・
二
四
八
、
聖
典
三
一
二
）
と

い
う
。
ま
た
、「
惑
染
の
衆
生
、
こ
こ
に
し
て
性
を
見
る
こ
と
能
わ
ず
。
煩
悩
に
覆
わ
る
る
が
故
に
」（
親
全
一
・
二
六
四
、

聖
典
三
二
二
）
と
示
す
。

　
「
以
無
明
覆
故
、
不
能
得
見
」・「
煩
悩
覆
故
不
能
得
見
」
だ
か
ら
こ
そ
、
如
来
は
無
数
の
法
門
を
設
け
て
衆
生
を
教
化
さ
れ
、

誓
願
一
仏
乗
に
入
れ
し
め
、
無
明
煩
悩
を
転
じ
て
大
涅
槃
を
成
就
せ
し
む
る
。
こ
れ
こ
そ
真
の
一
乗
で
は
な
い
か
。
源
信
は

『
往
生
要
集
』
に
「
煩
悩
障
眼
雖
不
能
見
。
大
悲
無
倦
常
照
我
身
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、「
煩
悩
障
眼
雖
不
能
見
」

だ
か
ら
こ
そ
「
大
悲
無
倦
常
照
我
身
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
こ
そ
大
悲
の
力
用
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
衆
生
の

機
に
応
ず
る
大
悲
教
化
の
は
た
ら
き
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
四
節　
『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
品
」
引
文
（
二
）
の
意
義

　

そ
の
こ
と
を
明
か
す
の
が
、
実
は
次
の
第
四
文
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、

　
　

�

ま
た
言
わ
く
、
云
何
が
一
と
す
る
。
一
切
衆
生
悉
く
一
乗
な
る
が
故
に
。
云
何
が
非
一
な
る
。
三
乗
を
説
く
が
故
に
。

云
何
が
非
一
非
非
一
な
る
、
無
数
の
法
な
る
が
故
な
り
、
と
。
已
上
（
親
全
一
・
七
七
、
聖
典
一
九
七
）

で
あ
る
。
こ
れ
も
、『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
品
」
の
文
で
あ
る
⑰
。

　

も
と
の
『
涅
槃
経
』
の
文
脈
で
は
、「
佛
性
者
亦
色
亦
非
色
、
非
色
非
非
色
。
亦
相
亦
非
相
非
相
非
非
相
」（
仏
性
は
、
ま

た
色
に
し
て
ま
た
色
に
非
ず
。
色
に
非
ず
し
て
色
に
非
ざ
る
に
非
ず
。
ま
た
相
に
し
て
ま
た
相
に
非
ず
。
相
に
非
ず
し
て
相

に
非
ざ
る
に
非
ず
）
と
い
う
よ
う
に
、
色
・
相
・
一
・
常
・
有
・
尽
・
因
・
義
・
字
の
九
つ
の
こ
と
を
挙
げ
、
結
論
と
し
て
、

二
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「
佛
性
者
不
可
思
議
。
乃
是
諸
佛
如
來
境
界
。
非
諸
聲
聞
縁
覺
所
知
」（
仏
性
は
不
可
思
議
な
り
、
こ
れ
諸
仏
如
来
の
境
界
な

り
。
も
ろ
も
ろ
の
声
聞
縁
覚
の
知
る
所
に
非
ず
。
大
正
蔵
一
二
・
七
七
〇
下
二
〇
～
二
一
）
と
い
う
こ
と
を
導
き
出
す
文
脈

の
中
の
一
項
目
と
し
て
「
亦
一
非
一
、非
一
非
非
一
」
を
解
説
す
る
部
分
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
は
、

こ
の
文
の
主
語
は
、「
仏
性
」
で
あ
っ
て
、「
仏
性
が
一
な
り
と
は
、
一
切
衆
生
悉
く
一
乗
な
る
が
故
に
。
仏
性
が
非
一
な
り

と
は
、三
乗
を
説
く
が
故
に
。仏
性
が
非
一
非
非
一
な
り
と
は
無
数
の
法
な
る
が
故
な
り
」と
い
う
意
味
の
文
章
な
の
で
あ
る
。

　

仏
性
は
、
不
可
思
議
の
諸
仏
如
来
の
境
界
で
あ
る
か
ら
、
如
来
以
外
の
も
の
は
定
め
て
は
な
ら
な
い
。
ま
さ
し
く
「
不
定

の
道
理
」
で
あ
る
。
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の
知
の
及
ば
ぬ
境
界
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
文
は
、
親
鸞
に
先
立
っ
て
、『
法
華
玄
義
』
に
三
法
妙
を
明
か
す
文
と
し
て
引
か
れ
て
い
た
⑱
。

　

こ
れ
が
、
一
乗
釈
の
経
証
第
四
文
に
置
か
れ
た
と
き
、
第
三
文
の
「
無
明
覆
え
る
が
故
に
見
る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
」

と
い
う
衆
生
を
導
く
た
め
に
、
そ
れ
に
応
じ
て
「
一
、
非
一
、
非
非
一
」
と
い
う
様
々
な
手
立
て
を
講
じ
て
、
つ
い
に
は
一

乗
・
仏
性
に
帰
依
せ
し
め
る
と
い
う
、
如
来
大
悲
仏
性
の
衆
生
教
化
の
力
用
を
示
す
文
と
な
っ
た
。
誓
願
一
仏
乗
が
無
辺
不

断
に
衆
生
を
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
す
る
こ
と
が
彰
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
五
節　
『
華
厳
経
』「
明
難
品
」
引
文
の
意
義

　

そ
し
て
最
後
、
一
乗
釈
経
文
証
の
第
五
文
は
、『
華
厳
経
』
の
文
で
あ
る
。

　
　

�『
華
厳
経
』
に
言
わ
く
、
文
殊
の
法
は
常
に
し
か
な
り
。
法
王
は
た
だ
一
法
な
り
。
一
切
無
碍
人
、
一
道
よ
り
生
死
を

出
で
た
ま
え
り
。
一
切
諸
仏
の
身
、
た
だ
こ
れ
一
法
身
な
り
。
一
心
・
一
智
慧
な
り
。
力
・
無
畏
も
ま
た
し
か
な
り
、
と
。

已
上　
（
親
全
一
・
七
八
、
聖
典
一
九
七
）

二
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と
い
う
文
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
も
と
『
華
厳
経
』「
明
難
品
」
の
文
で
あ
る
⑳
。
そ
れ
は
、
文
殊
菩
薩
の
問
い
に
対
す
る
賢
首
菩
薩
の
答
え
の
言

葉
で
あ
る
。

　

文
殊
は
「
一
切
諸
仏
は
、
唯
一
乗
を
以
て
生
死
を
出
ら
れ
た
と
い
う
が
、
な
ぜ
今
、
一
切
の
仏
刹
を
見
る
と
、
世
界
や
衆

生
界
、
説
法
調
伏
、
寿
量
・
光
明
、
神
通
・
衆
会
等
々
に
お
の
お
の
ち
が
い
が
あ
る
の
か
」
と
問
う
た
。
こ
れ
に
対
し
て
賢

首
菩
薩
の
答
え
が
、
こ
の
文
で
あ
る
。
経
文
自
体
は
、

　
　

�

文
殊
法
常
爾　

法
王
唯
一
法　

一
切
無
礙
人　

一
道
出
生
死　

一
切
諸
佛
身　

唯
是
一
法
身　

一
心
一
智
慧　

力
無
畏

亦
然
（
大
正
蔵
九
・
四
二
九
中
一
八
～
二
一
）

で
あ
っ
て
、『
教
行
信
証
』
の
一
乗
釈
の
文
と
違
い
は
な
い
。
そ
の
意
味
は
普
通
に
は
、「
文
殊
よ
、
法
は
常
に
爾
（
そ
う
）

で
あ
る
。
法
王
は
唯
真
如
の
一
法
で
あ
っ
て
、
一
切
無
碍
人
（
一
切
諸
仏
）
は
一
道
よ
り
生
死
を
出
ら
れ
た
。
一
切
諸
仏
の

身
は
唯
一
の
法
身
で
あ
る
。
一
つ
の
心
、
一
つ
の
智
慧
で
あ
り
、
十
力
・
四
無
畏
と
い
う
佛
の
徳
性
も
同
じ
で
あ
る
」
と
い
っ

て
、
そ
の
あ
と
に
は
、
違
い
が
あ
る
の
は
衆
生
の
本
行
（
も
と
の
修
行
）
に
随
い
、「
一
切
諸
佛
の
刹
は
平
等
に
し
て
普
く

嚴
淨
な
れ
ど
も
、
衆
生
の
業
行
異
な
る
故
に
見
る
所
各
々
同
じ
か
ら
ず
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
文
の
中
、
特
に
「
一
切

無
礙
人　

一
道
出
生
死
」
は
、
上
に
見
た
よ
う
に
、『
法
華
玄
義
』
巻
五
下
（
第
五
、三
法
妙
・
四
開
麁
顯
妙
）
に
一
乗
の
証

文
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
（
大
正
蔵
三
三
・
七
四
三
中
一
七
～
七
四
三
下
九
）。
ま
た
、『
法
華
玄
義
』
巻
三
下
（
第
三
行
妙
）

に
も
あ
る
（
大
正
蔵
三
三
・
七
一
六
中
八
～
一
二
）。

　

し
か
し
、『
教
行
信
証
』
一
乗
釈
に
お
い
て
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
訓
読
の
特
徴
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

普
通
は
、当
然
、「
文
殊
よ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
が
、親
鸞
は
、「
文
殊
の
法
は
常
に
爾
な
り
」
と
訓
読
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、「
文
殊
の
法
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
文
殊
は
大
乗
の
智
慧
を
体
現
す
る
菩
薩
で
あ
り
、『
華
厳
経
』
に
は
、
慈
悲
の
普

二
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賢
菩
薩
と
並
び
称
さ
れ
る
智
慧
の
菩
薩
で
あ
る
が
、『
教
行
信
証
』に
お
い
て
も
大
乗
仏
教
の
常
識
に
従
っ
て「
文
殊
の
法（
智

慧
の
法
）
は
常
に
爾
な
り
」
と
了
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
考
究
を
要
す
る
。

　

今
は
ま
だ
詳
細
に
発
表
で
き
ず
、
筆
者
の
仮
説
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、「
文
殊
の
法
」
と
は
、『
文
殊
般
若
』
に
所
謂
「
一

行
三
昧
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
実
は
、
智
顗
も
ま
た
、『
文
殊
般
若
』（『
文
殊
問
経
』）
の
一
行
三
昧
に
注
目
し
て
い
る
�
。

そ
の
こ
と
を
親
鸞
は
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

親
鸞
は
、「
行
巻
」
に
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

　
　

�　

光
明
寺
の
和
尚
の
云
わ
く
、
ま
た
『
文
殊
般
若
』
に
云
う
が
ご
と
し
。「
一
行
三
昧
を
明
か
さ
ん
と
欲
う
。
た
だ
勧

め
て
、
ひ
と
り
空
閑
に
処
し
て
も
ろ
も
ろ
の
乱
意
を
捨
て
、
心
を
一
仏
に
係
け
て
、
相
貌
を
観
ぜ
ず
、
専
ら
名
字
を
称

す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
念
の
中
に
お
い
て
、
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
一
切
仏
等
を
み
た
て
ま
つ
る
を
得
」
と
い
え
り
。
問

う
て
曰
わ
く
、
何
が
ゆ
え
ぞ
観
を
作
さ
し
め
ず
し
て
、
直
ち
に
専
ら
名
字
を
称
せ
し
む
る
は
、
何
の
意
か
あ
る
や
。
答

え
て
曰
わ
く
、
い
ま
し
衆
生
障
重
く
し
て
、
境
は
細
な
り
、
心
は
麁
な
り
、
識
颺
り
、
神
飛
び
て
、
観
成
就
し
が
た
き

に
由
っ
て
な
り
。
こ
こ
を
も
っ
て
、
大
聖
悲
憐
し
て
、
直
ち
に
勧
め
て
専
ら
名
字
を
称
せ
し
む
。
正
し
く
称
名
、
易
き

に
由
る
が
ゆ
え
に
、
相
続
し
て
す
な
わ
ち
生
ず
と
。
問
う
て
曰
わ
く
、
す
で
に
専
ら
一
仏
を
称
せ
し
む
る
に
、
何
が
ゆ

え
ぞ
境
、
現
ず
る
こ
と
す
な
わ
ち
多
き
。
こ
れ
、
あ
に
邪
正
あ
い
交
わ
り
、
一
多
雑
現
す
る
に
あ
ら
ず
や
。
答
え
て
曰

わ
く
、
仏
と
仏
と
斉
し
く
証
し
て
、
形
、
二
の
別
な
し
。
た
と
い
一
を
念
じ
て
多
を
見
る
こ
と
、
何
の
大
道
理
に
か
乖

か
ん
や
。（
聖
典
一
七
三
～
一
七
四
）

　

と
。
こ
の
『
文
殊
般
若
』
に
い
う
「
一
行
三
昧
」
は
、「
阿
弥
陀
仏
及
び
一
切
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
」。
ま
た
、
衆
生
の
現

実
に
応
じ
て
「
大
聖
悲
憐
し
て
、
直
ち
に
勧
め
て
専
ら
名
字
を
称
せ
し
む
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
「
仏
と
仏
と
斉
し
く
証
し
て
、

形
、
二
の
別
な
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。

三
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「
文
殊
の
法
は
常
に
し
か
な
り
」
と
親
鸞
が
読
ん
だ
の
は
、「
弥
陀
法
王
は
た
だ
一
つ
の
真
如
法
で
あ
り
。
一
切
諸
仏
は
、

た
だ
称
名
念
仏
一
道
か
ら
生
死
を
出
ら
れ
た
。
一
切
諸
仏
の
身
、
た
だ
こ
れ
阿
弥
陀
仏
の
一
法
身
な
り
。
一
つ
心
・
一
つ
智

慧
で
あ
り
、
力
・
無
畏
も
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
明
か
す
『
文
殊
般
若
』
の
「
一
行
三
昧
」
こ
そ
誓
願
一
仏
乗
の
大

行
で
あ
る
。
ま
た
、
一
仏
の
名
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
を
称
す
る
所
に
一
切
仏
が
摂
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
�
。

　

ま
こ
と
に
、

　
　

弥
陀
の
浄
土
に
帰
し
ぬ
れ
ば　

す
な
わ
ち
諸
仏
に
帰
す
る
な
り

　
　
　

一
心
を
も
ち
て
一
仏
を　

ほ
む
る
は
無
碍
人
を
ほ
む
る
な
り
�
（「
讃
阿
弥
陀
仏
偈
和
讃
」
第
四
十
六
首
・
聖
典
）

と
讃
詠
さ
れ
、

　
　

衆
聖
、
心
を
斉
し
く
し
て
み
な
同
じ
く
指
讃
し
た
ま
う
。（「
真
仏
土
巻
」
聖
典
三
二
一
）

と
い
う
「
玄
義
分
」
の
文
を
引
か
れ
る
の
も
、「
散
善
義
」
の
、

　
　

�

十
方
の
諸
仏
こ
と
ご
と
く
み
な
同
じ
く
賛
め
、
同
じ
く
勧
め
、
同
じ
く
証
し
た
ま
う
。
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
同
体

の
大
悲
な
る
が
ゆ
え
に
。
一
仏
の
所
化
は
す
な
わ
ち
こ
れ
一
切
仏
の
化
な
り
。
一
切
仏
の
化
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
一
仏

の
所
化
な
り
。（「
信
巻
」
聖
典
二
一
七
）

も
、
誓
願
一
仏
乗
の
世
界
を
顕
わ
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
乗
釈
の
結
び
に
は
、

　
　

し
か
れ
ば
、
こ
れ
等
の
覚
悟
は
、
み
な
も
っ
て
安
養
浄
刹
の
大
利
、
仏
願
難
思
の
至
徳
な
り
。（
聖
典
一
九
八
）

と
い
う
親
鸞
の
御
自
釈
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
益
と
至
徳
を
誓
願
一
仏
乗
の
称
名
念
仏
に
於
て
、
自
証
す
る
の
で
あ
る
。

三
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お
わ
り
に

　

親
鸞
は
、『
法
華
玄
義
』
に
重
要
な
文
脈
を
な
す
『
涅
槃
経
』・『
華
厳
経
』
の
文
を
用
い
て
、
し
か
も
法
華
一
乗
に
対
し

て
誓
願
一
仏
乗
を
明
か
し
た
。「
悉
有
仏
性
」・「
無
碍
一
道
」
に
よ
っ
て
一
乗
を
明
か
す
こ
と
は
、『
法
華
玄
義
』
と
同
様
で

あ
る
。
し
か
し
、「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
一
切
衆
生
悉
有
一
乗
」
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
に
す
ぐ
続
く
「
以
無
明
覆
故
、
不

能
得
見
」（「
一
乗
釈
」
第
三
文
）
と
い
う
事
実
を
凝
視
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。

　
「
真
仏
土
巻
」
に
お
い
て
も
、

　
　

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
、
煩
惱
覆
故
不
能
得
見
。（「
迦
葉
品
」
親
全
一
・
二
四
七
）

と
示
し
て
い
る
。「
煩
惱
覆
故
不
能
得
見
」
を
も
含
ん
で
、
悉
有
仏
性
な
の
で
あ
る
。

　

親
鸞
は
、
高
く
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
を
称
え
つ
つ
、
実
際
に
は
一
切
衆
生
の
平
等
成
仏
を
実
現
し
な
い
仏
教
教
学
・

仏
教
教
団
の
問
題
を
見
つ
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

　
　

罪
業
も
と
よ
り
所
有
な
し　

妄
想
顛
倒
の
な
せ
る
な
り

　
　
　

心
性
も
と
よ
り
浄
け
れ
ば　

衆
生
即
ち
仏
な
り

と
い
う
、当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
、天
台
の
教
学
に
基
づ
く
和
讃
（『
平
家
物
語
』
延
慶
本
に
は
、比
叡
山
無
動
寺
の
悪
僧
・

乗
円
が
こ
れ
を
唱
え
て
清
水
寺
に
火
を
放
っ
た
と
い
う
。
ま
た
『
源
平
盛
衰
記
』
な
ど
い
く
つ
か
の
文
献
に
載
せ
ら
れ
て
い

る
。〈
根
井
浄
『
平
家
物
語
』
と
『
正
像
末
和
讃
』・
大
谷
学
報
二
九
―
二
、
参
照
〉）
を
承
知
の
上
で
、

　
　

罪
業
も
と
よ
り
か
た
ち
な
し　

妄
想
顛
倒
の
な
せ
る
な
り

　
　
　

心
性
も
と
よ
り
浄
け
れ
ど　

こ
の
世
は
ま
こ
と
の
人
ぞ
な
き
（
聖
典
五
〇
九
）

と
な
お
し
て
、「
愚
禿
悲
嘆
述
懐
和
讃
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
�
。

三
二



　

こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
煩
悩
具
足
の
衆
生
の
現
実
を
無
視
な
い
し
看
過
す
る
観
念
的
・
理
念
的
教
理
に
止
ま
る
こ
と
を
許
さ

な
い
親
鸞
の
着
眼
点
を
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
以
無
明
覆
故
、
不
能
得
見
」・「
煩
惱
覆
故
、
不
能
得
見
」
を
も
包
ん
で
、
一
乗
・
仏
性
を
証
し
て
い
く
仏
教
こ
そ
、
法

然
を
継
承
す
る
親
鸞
の
一
乗
・
仏
性
論
で
あ
る
。
真
実
の
一
乗
で
あ
る
な
ら
ば
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
誓
願

一
仏
乗
に
お
い
て
の
み
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
「
浄
土
の
真
宗
」
で
あ
る
。

　

親
鸞
の
真
宗
開
顕
に
は
、「
い
ま
に
い
た
る
ま
で
、
お
も
い
あ
わ
せ
ら
れ
」（『
末
燈
鈔
』
第
六
通
・
聖
典
六
〇
三
）
る
法

然
の
面
影
が
あ
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
常
に
権
力
に
阿
っ
て
『
興
福
寺
奏
状
』
を
生
み
出
す
天
台
な
ど
の
各
宗
の
動
向
や
、

新
し
い
仏
教
者
の
活
動
が
注
意
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
【
註
】

註
①
「
一
仏
乗
」
は
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
に
対
す
る
言
い
方
で
あ
る
。
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
で
は
、
一
乗
も
一
仏

乗
も
意
味
的
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
い
ま
は
、「
行
巻
」
の
一
乗
釈
に
よ
っ
て
、
こ
の
論
文
題
目
に
「
誓
願
一
仏
乗
」
の

語
を
用
い
る
。

註
②
「
即
ち
是
れ
」「
即
ち
」「
則
ち
」
と
、
表
記
す
る
。
東
本
願
寺
『
聖
典
』
で
は
仮
名
表
記
だ
が
、
同
じ
「
す
な
わ
ち
こ

れ
」・「
す
な
わ
ち
」
で
も
意
味
の
違
い
が
あ
る
場
合
が
あ
る
の
で
元
の
漢
字
を
残
し
た
。

註
③
傍
線
部
は
、
原
漢
文
は
、「
無
異
如
来
無
異
法
身
」
で
、
親
鸞
は
「
無
マ
シ
マ
サ
ス二
異
コ
ト
如
来
一　

無
マ
シ
マ
サ
ス二
異
コ
ト
法
身
一
」
と
訓

点
を
つ
け
て
い
る
が
、
い
ま
は
、
東
本
願
寺
『
聖
典
』
の
表
記
に
従
っ
た
。

註
④
こ
の
文
は
、『
勝
鬘
経
』
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
か
、
或
い
は
、
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ

三
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る
と
い
う
先
学
の
研
究
が
あ
る
。
今
、
一
乗
釈
と
二
者
を
並
列
し
対
照
し
て
み
よ
う
。

　
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」「
一
乗
海
釈
」「
一
乗
釈
」
の
本
文
原
漢
文
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

�
言
一
乗
海
者
、
一
乗
者
大
乗
。
大
乗
者
仏
乗
。
得
一
乗
者
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
阿
耨
菩
提
者
即
是
涅
槃
界
。
涅

槃
界
者
即
是
究
竟
法
身
。
得
究
竟
法
身
者
則
究
竟
一
乗
。
無
異
如
来
無
異
法
身
、
如
来
即
法
身
。
究
竟
一
乗
者
即
是
無

辺
不
断
。
大
乗
無
有
二
乗
三
乗
。
二
乗
三
乗
者
入
於
一
乗
。
一
乗
者
即
第
一
義
乗
、
唯
是
誓
願
一
仏
乗
也
。（
親
全
一
・

七
六
）

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
勝
鬘
経
』
に
は
、

　
　

�

世
尊
。
阿
羅
漢
辟
支
佛
觀
察
時
。
得
不
受
後
有
觀
第
一
蘇
息
處
涅
槃
地
。
世
尊
。
彼
先
所
得
地
第
一
蘇
息
處
涅
槃
地
愚

於
法
不
由
於
他
。
亦
自
知
得
有
餘
地
。
必
當
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
何
以
故
。
聲
聞
縁
覺
乘
皆
入
大
乘
。
大
乘
者

即
是
佛
乘
。
是
故
三
乘
即
是
一
乘
。
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
者
。
即
是
涅
槃

界
。
涅
槃
界
者
即
是
如
來
法
身
。
得
究
竟
法
身
者
則
究
竟
一
乘
。
無
異
如
來
無
異
法
身
。
如
來
即
法
身
。
得
究
竟
法
身

者
。
則
究
竟
一
乘
。
究
竟
者
即
是
無
邊
不
斷
。（
二
二
〇
下
・
二
六
行
）【
世
尊
。
如
來
無
有
限
齊
時
。
住
如
來
應
等
正

覺
後
際
等
住
。
如
來
無
限
齊
。
大
悲
亦
無
限
齊
。
安
慰
世
間
。
無
限
大
悲
無
限
安
慰
世
間
。
作
是
説
者
。
是
名
善
説
如

來
。
若
復
説
言
無
盡
法
常
住
法
、一
切
世
間
之
所
歸
依
者
。
亦
名
善
説
如
來
。
是
故
於
未
度
世
間
無
依
世
間
與
後
際
等
、

作
無
盡
歸
依
。
常
住
歸
依
者
、
謂
如
來
應
等
正
覺
也
。
法
者
即
是
説
一
乘
道
。
僧
者
是
三
乘
衆
。
此
二
歸
依
非
究
竟
歸

依
。
名
少
分
歸
依
。
何
以
故
。
説
一
乘
道
法
、
得
究
竟
法
身
。
於
上
更
無
説
一
乘
法
身
。
三
乘
衆
者
、
有
恐
怖
歸
依
如

來
。
求
出
修
學
、
向
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
是
故
二
依
非
究
竟
依
。
是
有
限
依
。
若
有
衆
生
、
如
來
調
伏
。
歸
依
如

來
、得
法
津
澤
。
生
信
樂
心
、歸
依
法
僧
。
是
二
歸
依
、非
此
二
歸
依
。
是
歸
依
如
來
。
歸
依
第
一
義
者
。
是
歸
依
如
來
。

此
二
歸
依
第
一
義
。
是
究
竟
歸
依
如
來
。
何
以
故
。
無
異
如
來
。
無
異
二
歸
依
。
如
來
即
三
歸
依
。
何
以
故
。
説
一
乘

三
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道
。
如
來
四
無
畏
、
成
就
師
子
吼
説
。
若
如
來
隨
彼
所
欲
而
方
便
説
。
即
是
】（
二
二
一
上
・
一
七
）
大
乘
無
有
三
乘
。

三
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
即
第
一
義
乘
。（
大
正
蔵
十
二
・
二
二
〇
下
～
二
二
一
上
）

と
あ
る
。
こ
の
文
は
、
初
め
の
七
一
字
と
、
数
行
飛
ん
で
、
終
わ
り
の
部
分
の
二
一
字
、
計
九
二
字
が
一
乗
釈
と
ほ
ぼ
同
文

で
あ
る
。
初
め
は
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
も
大
乗
に
入
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
部
分
で
あ
り
、
結
び
は
、
三
乗
は
一
乗
・

第
一
義
乘
に
入
ら
し
め
る
た
め
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
間
の
括
弧
【　

】
の
部
分
は
少
分
の
帰
依
、
有
限
の
帰
依

に
対
し
て
、
真
実
の
三
帰
依
は
、
常
住
真
実
の
如
来
へ
の
帰
依
に
よ
る
一
体
三
宝
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
一
乗
要
決
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

問
。
勝
鬘
經
云
。
阿
羅
漢
辟
支
佛
觀
察
時
。
得
不
受
後
有
觀
第
一
蘇
息
處
涅
槃
地
。
世
尊
。
彼
先
所
得
地
。
不
愚
於
法
。

不
由
於
他
。
亦
自
知
得
有
餘
地
。
必
當
得
阿
耨
菩
提
。
何
以
故
。
聲
聞
縁
覺
乘
皆
入
大
乘
。
大
乘
者
即
是
佛
乘
。
是
故

三
乘
即
是
一
乘
。
得
一
乘
者
。
得
阿
耨
菩
提
。
阿
耨
菩
提
者
。
即
是
涅
槃
界
。
涅
槃
界
者
即
是
如
來
法　

身
。
得
究
竟

法
身
者
即
究
竟
一
乘
。
無
異
如
來
無
異
法
身
。
如
來
即
法
身
。
究
竟
法
身
者
即
究
竟
一
乘
。
究
竟
者
即
是
無
邊
不
斷
。

乃
至　

若
如
來
。
隨
彼
所
欲
而
方
便
説
。
即
是
大
乘
無
有
二
乘
。
二
乘
者
入
於
一
乘
。
一
乘
者
即
第
一
義
乘
。（
大
正
蔵

七
四
・
三
七
一
中
五
～
一
三
）

と
。『
勝
鬘
経
』
と
比
べ
つ
つ
、引
用
の
形
態
や
「
乃

至
」
の
部
分
な
ど
を
見
れ
ば
、『
教
行
信
証
』
一
乗
釈
は
直
接
に
『
勝
鬘
経
』

か
ら
引
い
た
の
で
は
な
く
、『
一
乗
要
決
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註
⑤
般
若
訳
の『
華
厳
経
』（
四
十
巻
）最
末
の「
普
賢
菩
薩
行
願
品
」に
あ
る
普
賢
菩
薩
の
十
大
願
の「
第
十
願
普
皆
回
向
願
」

に
、
阿
弥
陀
仏
の
「
安
楽
刹
」
へ
の
往
生
の
願
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

願
我
臨
欲
命
終
時　

尽
除
一
切
諸
障
礙

　
　

而
見
彼
仏
阿
弥
陀　

即
得
往
生
安
楽
刹

三
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我
既
往
生
彼
国
已　

現
前
成
就
此
大
願

　
　

願
我
臨
欲
命
終
時　

尽
除
一
切
諸
障
礙

　
　

一
切
圓
滿
尽
無
余　

利
楽
一
切
衆
生
界
（
大
正
蔵
一
〇
・
八
四
八
上
）

　
　
　

願
は
く
は
、
我
命
終
わ
ら
ん
と
す
る
時
に
臨
ん
で　

尽
く
一
切
諸
の
障
礙
を
除
い
て

　
　
　

而
し
て
彼
の
仏
、
阿
弥
陀
に
見
え　

即
ち
安
楽
刹
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
ん
。

　
　
　

我
既
に
彼
國
に
往
生
し
已
り
て　

現
前
に
此
の
大
願
を
成
就
せ
ん

　
　
　

願
は
く
は
、
我
命
終
わ
ら
ん
と
す
る
時
に
臨
ん
で　

尽
く
一
切
諸
の
障
礙
を
除
い
て

　
　
　

一
切
圓
滿
し
尽
く
余
り
な
く　

一
切
衆
生
界
を
利
楽
せ
ん
。

と
あ
る
。
ま
た
、
同
経
は
、

　
　

我
此
普
賢
殊
勝
行　

無
邊
勝
福
皆
迴
向　

普
願
沈
溺
諸
衆
生　

速
往
無
量
光
佛
刹
（
大
正
蔵
一
〇
・
八
四
八
上
）

　
　
　

�

我
此
の
普
賢
殊
勝
行　

無
邊
勝
福
を
ば
皆
迴
向
し
て　

普
く
願
は
く
は
、
沈
溺
の
諸
衆
生
を
し
て　

速
か
に
無
量
光

佛
の
刹
に
往
か
し
め
ん
と
。

と
結
ば
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、『
華
厳
経
』
の
「
終
帰
」
は
「
楽
邦
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

元
照
は
、こ
の
普
賢
菩
薩
の
行
願
の
文
に
よ
っ
て
、『
華
厳
経
』
終
帰
の
文
と
し
て
見
た
の
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、実
は
晋
訳
・

唐
訳
に
は
存
在
し
な
い
。
般
若
訳
の
四
十
巻
『
華
厳
経
』
だ
け
に
あ
る
。
も
と
も
と
の
梵
文
テ
キ
ス
ト
に
は
な
か
っ
た
も
の

が
、
他
の
文
献
か
ら
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
安
楽
国
へ
の
往
生
と
い
う
こ
と
は

元
来
の
華
厳
思
想
と
は
言
え
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。

註
⑥
ま
た
、『
法
華
経
』
に
も
、全
二
十
八
品
中
の
第
二
十
四
「
薬
王
品
」
に
、「
即
往
安
楽
世
界
」（
即
ち
安
楽
世
界
に
往
く
）

と
の
言
葉
が
あ
る
。「
安
楽
世
界
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
、
す
な
わ
ち
極
楽
世
界
で
あ
る
。
そ
の
本
文
を
開
く
と
、
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�

若
如
来
滅
後
後
五
百
歳
中
。
若
有
女
人
。
聞
是
経
典
如
説
修
行
。
於
此
命
終
。
即
往
安
楽
世
界
、
阿
弥
陀
仏
大
菩
薩
衆

囲
繞
住
處
。
生
蓮
華
中
宝
座
之
上
。
不
復
為
貪
欲
所
悩
。
亦
復
不
為
瞋
恚
愚
癡
所
悩
。
亦
復
不
為
慢
嫉
妬
諸
垢
所
悩
。

得
菩
薩
神
通
無
生
法
忍
。
得
是
忍
已
。
眼
根
清
淨
。
以
是
清
浄
眼
根
。
見
七
百
万
二
千
億
那
由
他
恒
河
沙
等
諸
仏
如
來
。

（
大
正
蔵
九
・
五
四
下
）

　
　
　

�

若
し
如
来
滅
後
、
後
の
五
百
歳
中
に
、
若
し
女
人
有
り
て
、
是
の
経
典
を
聞
い
て
、
説
の
如
く
修
行
せ
ん
。
此
に
命

終
し
て
、
即
ち
安
楽
世
界
、
阿
弥
陀
仏
大
菩
薩
衆
の
囲
繞
す
る
住
處
に
往
き
。
蓮
華
中
の
宝
座
の
上
に
生
ま
れ
、
復

た
貪
欲
の
為
に
惱
ま
さ
れ
ず
。
亦
た
復
た
瞋
恚
愚
癡
の
為
に
惱
ま
さ
れ
ず
。
亦
た
復
た
慢
嫉
妬
諸
垢
の
為
に
惱
さ
れ

ず
。
菩
薩
神
通
無
生
法
忍
を
得
ん
。
是
の
忍
を
得
已
り
て
、
眼
根
清
淨
な
ら
ん
。
是
の
清
淨
眼
根
を
以
て
、
七
百
萬

二
千
億
那
由
他
恒
河
沙
等
諸
佛
如
來
に
見
え
ん
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
第
五
の
五
百
年
闘
諍
堅
固
の
時
代
に
生
き
る
女
人
が
、
こ
の
経
（『
法
華
経
』）
を
聞
い
て
、
経
の
説
の

通
り
に
修
行
す
れ
ば
、
娑
婆
に
て
命
終
す
る
時
「
即
ち
阿
弥
陀
仏
の
安
楽
世
界
に
往
き
」、
そ
の
蓮
華
宝
座
上
に
生
ま
れ
て
、

貪
・
瞋
・
痴
・
慢
・
嫉
妬
な
ど
諸
煩
悩
に
悩
ま
さ
れ
ず
、
無
生
法
忍
を
得
て
、
眼
根
清
淨
に
な
っ
て
、
七
百
萬
二
千
億
那
由

他
恒
河
沙
等
諸
仏
如
来
に
見
え
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
経
文
を
以
て
、
華
厳
・
法
華
と
い
う
一
乗
教
の
終
帰
は
、
極
楽
浄
土
往
生
で
あ
る
と
、
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註
⑦
『
興
福
寺
奏
状
』
は
、「
第
六
失
浄
土
に
暗
き
失
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。「
か
の
帝
王
の
政
を
布
く
の
庭
に
、

天
に
代
わ
っ
て
官
を
授
く
る
の
日
、
賢
愚
品
に
随
ひ
、
貴
賤
家
を
尋
ぬ
。
至
愚
の
者
、
た
と
ひ
夙
夜
の
功
あ
り
と
雖
も
、
非

分
の
職
に
任
せ
ず
。
下
賤
の
輩
、
た
と
ひ
奉
公
の
労
を
積
む
と
雖
も
、
卿
相
の
位
に
進
み
難
し
。
大
覚
法
王
の
国
、
凡
聖
来

朝
の
門
、
か
の
九
品
の
階
級
を
授
く
る
に
、
お
の
お
の
先
世
の
徳
行
を
守
る
。
自
業
自
得
、
そ
の
理
必
然
な
り
。
し
か
る
に

偏
に
仏
力
を
憑
み
て
涯
分
を
測
ら
ざ
る
、
是
れ
則
ち
愚
癡
の
過
な
り
。
な
か
ん
づ
く
、
仮
名
の
念
仏
、
浄
業
熟
し
難
く
、
順

三
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次
往
生
、
本
意
に
違
失
あ
り
、
戒
恵
倶
に
闕
く
、
恃
む
と
こ
ろ
何
事
ぞ
や
。
も
し
生
生
を
経
て
漸
（
よ
う
や
）
く
成
就
す
べ

く
は
、
一
乗
の
薫
修
、
三
密
の
加
持
。
あ
に
ま
た
そ
の
力
な
か
ら
ん
や
。
同
じ
く
沈
む
と
雖
も
、
愚
団
の
者
は
深
く
沈
み
、

共
に
浮
む
と
雖
も
、
智
鉢
は
早
く
浮
む
。
況
や
智
の
行
を
兼
ぬ
る
は
、
虎
の
翅
（
つ
ば
さ
）
あ
る
な
り
、
一
を
以
て
多
を
遮

す
。
仏
宜
し
く
照
見
す
べ
し
」
と
、
平
安
貴
族
社
会
の
慣
行
に
も
と
ず
く
「
品
位
階
次
」
を
言
っ
て
、
ま
こ
と
に
差
別
的
で

あ
る
。
一
切
衆
生
の
平
等
成
仏
と
い
う
大
乗
一
乗
の
精
神
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
。

註
⑧
『
興
福
寺
奏
状
』「
第
六
失
」
の
文
に
「
仮
名
の
念
仏
、
浄
業
熟
し
難
く
、
順
次
往
生
、
本
意
に
違
失
あ
り
」
と
あ
る
。

ま
た
、「
第
七
失
」
の
口
称
念
仏
批
判
に
対
し
て
い
る
。

註
⑨
「
實
諦
者
一
道
清
淨
無
有
二
也
」（
大
正
蔵
一
二
・
六
八
五
中
二
）
…
【
二
十
三
行
飛
ん
で
】
…
「
言
眞
實
者
即
是
如

來
。
如
來
者
即
是
眞
實
。
眞
實
者
即
是
虚
空
。
虚
空
者
即
是
眞
實
。
眞
實
者
即
是
佛
性
。
佛
性
者
即
是
眞
實
」（
大
正
蔵

一
二
・
六
八
五
中
二
五
～
二
七
）。「
乃
至
」
を
入
れ
ず
、
一
連
の
文
と
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
⑩
親
鸞
は
、
法
然
が
浄
土
真
宗
を
興
し
た
と
示
し
て
い
る
。『
教
行
信
証
』
の
「
後
序
」
に
、

　
　

真
宗
興
隆
の
太
祖
源
空
法
師

と
記
し
、「
正
信
偈
」
に
、

　
　

真
宗
教
証
興
片
州　

選
択
本
願
弘
悪
世

と
述
べ
、
ま
た
、
和
讃
に
、

　
　

智
慧
光
の
ち
か
ら
よ
り　

本
師
源
空
あ
ら
わ
れ
て

　
　
　

浄
土
真
宗
を
ひ
ら
き
つ
つ　

選
択
本
願
の
べ
た
ま
う
（『
高
僧
和
讃
』
源
空
讃
・
第
二
首
）

と
讃
詠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

註
⑪
善
男
子
。
實
諦
者
名
曰
大
乗
。
非
大
乘
者
不
名
實
諦
。
善
男
子
。
實
諦
者
是
佛
所
説
非
魔
所
説
。
若
是
魔
説
非
佛
説
者●

三
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不
名
實
諦
。
善
男
子
。
實
諦
者
一
道
清
淨
無
有
二
也
。（
大
正
蔵
一
二
・
六
八
五
上
二
九
～
六
八
五
中
二
。「
者・

」
あ
り
）

註
⑫
『
法
華
玄
義
』
第
八
巻
に
は
、「
大
經
云
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�
大
經
云
。
一
實
諦
者
則
無
有
二
。
無
有
二
故
名
一
實
諦
。
又
一
實
諦
名
無
虚
僞
。
又
一
實
諦
無
有
顛
倒
。
又
一
實
諦
非

魔
所
説
。
又
一
實
諦
名
常
樂
我
淨
。
常
樂
我
淨
無
空
假
中
之
異
。
異
則
爲
二
。
二
故
非
一
實
諦
。
一
實
諦
即
空
即
假
即

中
無
異
無
二
。
故
名
一
實
諦
。
若
有
三
異
則
爲
虚
僞
。
虚
僞
之
法
不
名
一
實
諦
。
無
三
異
故
即
一
實
諦
。
若
異
即
是
顛

倒
未
破
。
非
一
實
諦
。
無
三
異
故
無
顛
倒
。
無
顛
倒
故
名
一
實
諦
。
異
者
不
名
一
乘
。
三
法
不
異
具
足
圓
滿
。
名
爲
一

乘
。（
大
正
蔵
三
三
・
七
八
一
中
一
〇
～
一
八
）

　
　
　

�

大
經
に
云
は
く
。「
一
實
諦
は
則
ち
二
有
る
こ
と
無
し
。
二
有
る
こ
と
無
き
故
に
一
實
諦
と
名
く
。
又
、
一
實
諦
は

無
虚
僞
と
名
づ
く
。
又
、
一
實
諦
は
、
顛
倒
有
る
こ
と
無
し
。
又
、
一
實
諦
は
魔
の
所
説
に
非
ず
。
又
、
一
實
諦
は

常
樂
我
淨
と
名
づ
く
。
常
樂
我
淨
は
空
假
中
と
の
異
無
し
。
異
な
れ
ば
則
ち
二
と
為
す
。
二
な
る
が
故
に
一
實
諦
に

非
ず
。
一
實
諦
は
即
空
即
假
即
中
と
異
な
る
こ
と
無
く
二
無
し
。
故
に
一
實
諦
と
名
づ
く
。
若
し
三
つ
異
有
れ
ば
則

ち
虚
僞
と
爲
す
。
虚
僞
の
法
は
一
實
諦
と
名
づ
け
ず
。
三
異
無
き
が
故
に
即
ち
一
實
諦
な
り
。
若
異
な
ら
ば
即
ち
是

れ
顛
倒
未
だ
破
ら
ず
、
一
實
諦
に
非
ず
。
三
異
無
き
故
に
顛
倒
無
し
。
顛
倒
無
き
が
故
に
一
實
諦
と
名
づ
く
。
異
な

ら
ば
一
乘
と
名
づ
け
ず
。
三
法
不
異
に
し
て
具
足
圓
滿
を
ば
名
け
て
一
乘
と
な
す
。

と
。こ
れ
は
、空
仮
中
の
三
諦
が
即
一
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
大
経
に
云
は
く
」と
述
べ
な
が
ら
、

経
の
文
脈
を
外
し
、或
い
は
無
視
し
て
、三
諦
即
一
・
三
諦
円
融
を
明
か
す
た
め
に
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
が
、

仏
教
に
学
ぶ
も
の
と
し
て
正
し
い
態
度
か
ど
う
か
疑
問
を
感
じ
る
。

註
⑬
『
興
福
寺
奏
状
』
に
は
、「
明
王
照
臨
の
徳
、
永
く
魔
雲
を
堯
山
の
風
に
払
は
ん
」（
第
九
失
）。「
右
件
の
源
空
、
一
門

に
偏
執
し
、八
宗
を
都
滅
す
。
天
魔
の
所
為
、仏
神
痛
む
べ
し
」（
副
進
）
と
法
然
と
専
修
念
仏
義
を
「
魔
」
と
非
難
し
て
い
る
。

三
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註
⑭
云
何
菩
薩
信
順
一
實
。
菩
薩
了
知
一
切
衆
生
皆
歸
一
道
。
一
道
者
謂
大
乘
也
。
諸
佛
菩
薩
爲
衆
生
故
分
之
爲
三
。
是
故

菩
薩
信
順
不
逆
（
大
正
蔵
一
二
・
七
五
九
中
一
五
～
一
七
）

　

源
信
『
一
乗
要
決
』
に
は
、「
涅
槃
經
云
。
一
切
衆
生
。
皆
歸
一
道
。
一
道
者
大
乘
也
」
と
の
み
引
い
て
い
る
（
大
正
蔵

七
四
・
三
四
九
上
一
七
～
一
八
）。『
一
乗
要
決
』
の
主
題
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
誓
願
一
仏
乗
の

経
文
証
た
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
親
鸞
の
経
文
証
の
観
点
が
際
立
つ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註
⑮
親
鸞
は
、『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
、「
云
何
が
菩
薩
、
一
実
を・

信
順
す
る
。
菩
薩
了・

知・

す・

る・

に・

、
一
切
衆
生
は
皆
一
道
に

帰
せ
し
め・

む・

と・

な・

り・

。
一
道
は
謂
く
大
乗
な
り
。
謂・

く・

仏
・
菩
薩
、
衆
生
の
為
の
故
に
分
か
ち
て
三
と
為
す
。
是
の
故
に
菩

薩
、
不
逆
に
信
順
す
る
な
り
と
」
と
訓
読
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
親
全
六
・
一
六
五
。「
・
」
は
訓
読
の
違
い
に
付
し
た

…
筆
者
）
文
末
の
「
不
逆
に
信
順
す
る
な
り
」
は
、『
教
行
信
証
』
と
同
様
で
あ
る
。

註
⑯
善
男
子
。
畢
竟
有
二
種
。
一
者
莊
嚴
畢
竟
。
二
者
究
竟
畢
竟
。
一
者
世
間
畢
竟
。
二
者
出
世
畢
竟
。
莊
嚴
畢
竟
者
六
波

羅
蜜
。
究
竟
畢
竟
者
一
切
衆
生
所
得
一
乘
。
一
乘
者
名
爲
佛
性
。
以
是
義
故
。
我
説
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
。
一
切
衆
生
悉
有

一
乘
。
以
無
明
覆
故
不
能
得
見
。（
大
正
蔵
一
二
・
七
六
九
上
二
三
～
二
八
）

註
⑰
菅
野
博
史
「
天
台
智
顗
に
お
け
る
『
法
華
経
』
と
『
涅
槃
経
』
の
関
係
―
吉
蔵
と
の
比
較
を
含
ん
で
―
」（
印
度
学
仏

教
学
研
究
六
九
・
一
〔
一
五
二
〕、
参
照
）

註
⑱
云
何
為
一
。
一
切
衆
生
悉
一
乗
故
。
云
何
非
一
。
説
三
乗
故
。
云
何
非
一
非
非
一
、
無
数
法
故
。（
大
正
蔵

一
二
・
七
七
〇
中
二
九
～
七
七
〇
下
二
）

註
⑲
『
法
華
玄
義
』（
巻
五
下
、
第
五
、三
法
妙
・
一
総
明
三
軌
）
に
は
、

　
　

�

大
経
云
、「
仏
性
者
、
亦
一
、
非
一
、
非
一
非
非
一
」
亦
一
者
、
一
切
衆
生
悉
一
乗
故
。
此
語
第
一
義
諦
。
非
一
者
、

如
是
数
法
故
。
此
語
如
来
蔵
。
非
一
非
非
一
、
数
非
法
故
不
決
定
故
。
此
語
第
一
義
空
故
。
而
皆
称
亦
者
鄭
重
也
。
祗

四
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是
一
法
亦
名
三
耳
。
故
不
可
単
取
。
不
可
複
取
。
不
縦
不
横
而
三
而
一
。（
大
正
蔵
三
三
・
七
四
一
中
）

と
。
こ
の
よ
う
に
、
天
台
智
顗
は
『
涅
槃
経
』
の
「
仏
性
者
、
亦
一
、
非
一
、
非
一
非
非
一
」
の
文
を
以
て
三
法
妙
を
明
か

し
た
。
第
一
義
諦
と
如
来
蔵
と
第
一
義
空
が
、「
不
並
不
別
伊
字
天
目
」
で
あ
る
。
伊
字
の
三
点
の
如
く
「
不
縦
不
横
而
三

而
一
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
眞
性
軌
。
二
觀
照
軌
。
三
資
成
軌
の
三
軌
が
明
か
さ
れ
た
。
こ
の
文
は
、
こ
と

に
天
台
教
学
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
『
涅
槃
経
』
そ
の
も
の
の
趣
旨
か
ら
は
外
れ
て
い

る
。『
経
』
の
趣
意
を
聞
く
よ
り
も
、『
経
』
を
自
説
の
た
め
に
利
用
す
る
態
度
で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
如
来
蔵
」
の
語
が

注
意
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
左
に
引
く
「
四
開
麁
顕
妙
」
の
文
の
末
、
後
ろ
か
ら
二
行
目
と
同
じ
く
、
如
来
の
教
え
の
蔵

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
法
華
玄
義
』（
巻
五
下
、
第
五
、三
法
妙
・
四
開
麁
顕
妙
）
に
は
、

　

四
開
麁
顯
妙
者
、
約
大
經
三
句
也
。

　

�

經
言
。「
佛
性
亦
一
者
。
一
切
衆
生
悉
一
乘
故
」。
此
是
不
動
不
出
之
一
乘
。
故
具
足
三
法
不
縱
不
横
。
夫
有
心
者
皆
備
此

理
。
而
其
家
大
小
都
無
知
者
。
是
故
爲
麁
。
今
示
衆
生
諸
覺
寶
藏
。
耘
除
草
穢
開
顯
藏
金
。「
一
切
無
礙
人
一
道
出
生
死
」

（
華
厳
経
）。「
十
方
諦
求
更
無
餘
乘
。
唯
一
佛
乘
」（
法
華
経
）。
是
故
爲
妙
。

　
　

�

經
言
。「
佛
性
亦
非
一
非
非
一
。數
非
數
法
不
決
定
故
」（
涅
槃
経
）。若
執
縁
修
智
慧
定
能
顯
理
。慧
自
非
理
則
照
用
不
明
。

不
見
佛
性
。
是
故
爲
麁
。
今
開
定
執
之
慧
、
即
不
決
定
慧
。
即
慧
而
理
、
即
理
而
慧
。
不
執
著
數
。
定
三
定
一
不
著
非

數
。
非
三
非
一
。
如
此
乃
名
無
著
妙
慧
。
能
破
一
切
定
相
及
不
定
相
。
亦
無
能
破
所
破
。
如
輪
王
能
破
能
安
。
如
日
除

闇
生
物
。
如
醫
除
膜
養
珠
。
即
是
大
乘
不
縱
不
横
之
妙
慧
也
。

　
　

�

經
言
。「
佛
性
亦
非
一
説
三
乘
故
」。
即
是
三
乘
五
乘
七
乘
等
。
諸
方
便
乘
。
若
住
諸
乘
但
是
事
善
。
及
以
偏
眞
通
入
處

近
。
是
故
爲
麁
。

四
一



　
　

�

今
若
決
了
諸
乘
。
即
是
如
來
藏
。
藏
名
佛
性
。
從
人
天
善
乃
至
別
乘
。
皆
不
動
本
法
、
即
是
於
妙
。
當
知
。
三
句
攝
一

切
法
。
無
非
佛
性
。
悉
皆
是
妙
無
麁
可
待
、
即
絶
待
妙
也
。（
大
正
蔵
三
三
・
七
四
三
中
一
七
～
七
四
三
下
九
）

と
あ
る
。「
三
法
妙
を
明
か
す
」
の
「
四
に
、
麁
を
開
き
て
妙
を
顕
す
」
中
に
、『
涅
槃
経
』
の
三
句
「
佛
性
亦
一
者
。
一
切

衆
生
悉
一
乘
故
」、「
佛
性
亦
非
一
非
非
一
。
數
非
數
法
不
決
定
故
」、「
佛
性
亦
非
一
説
三
乘
故
」
を
挙
げ
て
、
最
終
的
に
は

「
絶
待
妙
」
を
明
か
し
て
い
る
。「
一
総
明
三
軌
」
の
部
分
と
同
様
に
自
説
の
証
明
補
強
に
用
い
ら
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

　

ま
た
、こ
こ
に
、「
一
乗
釈
」経
文
証
の
第
五
文
に
あ
る『
華
厳
経
』の「
一
切
無
碍
人
一
道
出
生
死
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
佛

性
亦
一
者
。
一
切
衆
生
悉
一
乘
故
」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
不
動
不
出
之
一
乘
。
故
具
足
三
法
不
縱
不
横
」
と
し
、
そ
れ
を
蔵

さ
れ
た
金
を
開
顕
し
て
「
一
切
無
礙
人
一
道
出
生
死
」
ま
た
、「
十
方
諦
求
更
無
餘
乘
。
唯
一
佛
乘
」（
法
華
経
）
と
い
う
「
妙
」

を
顕
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
⑳
『
華
厳
経
』
明
難
品
（
大
正
蔵
九
・
四
二
九
中
一
三
～
四
二
九
中
二
五
）
に
、

　
　

�

爾
時
文
殊
師
利
。
問
賢
首
菩
薩
言
。
佛
子
。
一
切
諸
佛
。
唯
以
一
乘
得
出
生
死
。
云
何
今
見
一
切
佛
刹
。
事
事
不
同
。

所
謂
世
界
衆
生
。
説
法
教
化
。
壽
命
光
明
。
神
力
衆
會
。
佛
法
法
住
。
如
是
等
事
皆
悉
不
同
。
無
有
不
具
一
切
佛
法
。

而
能
成
就
無
上
菩
提
。

　
　

爾
時
賢
首
菩
薩
。
以
偈
答
曰

　
　
　

文
殊
法
常
爾　

法
王
唯
一
法

　
　
　

一
切
無
礙
人　

一
道
出
生
死

　
　
　

一
切
諸
佛
身　

唯
是
一
法
身

　
　
　

一
心
一
智
慧　

力
無
畏
亦
然

　
　
　

隨
衆
生
本
行　

求
無
上
菩
提

四
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佛
刹
及
衆
會　

説
法
悉
不
同

　
　
　

一
切
諸
佛
刹　

平
等
普
嚴
淨

　
　
　

衆
生
業
行
異　

所
見
各
不
同

と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
曇
鸞
の
『
浄
土
論
註
』
を
引
い
て
、
親
鸞
は
、

　
　

�「
道
」
は
無
碍
道
な
り
。『
経
』（
華
厳
経
）
に
言
わ
く
、「
十
方
無
碍
人
、
一
道
よ
り
生
死
を
出
で
た
ま
え
り
。」「
一
道
」

は
一
無
碍
道
な
り
。「
無
碍
」
は
、
い
わ
く
、
生
死
す
な
わ
ち
こ
れ
涅
槃
な
り
と
知
る
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
入

不
二
の
法
門
は
無
碍
の
相
な
り
。（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・「
他
力
釈
」
聖
典
一
九
四
）

と
示
し
て
い
る
。

註
�
『
法
華
玄
義
』（
三
下
、
第
三
行
妙
）
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

�

如
文
殊
問
經
明
菩
薩
修
一
行
三
昧
。
當
於
靜
室
結
跏
趺
坐
。
繋
縁
法
界
一
念
法
界
。
一
切
無
明
顛
倒
。
永
寂
如
空
。
此

之
一
行
即
是
「
一
切
無
礙
人
一
道
出
生
死
」。
一
切
諸
法
中
皆
以
等
觀
入
。
解
慧
心
寂
然
三
界
無
倫
匹
。
此
乃
一
行
攝

一
切
行
。（
大
正
蔵
三
三
・
七
一
六
中
八
～
一
二
）

こ
こ
に
、「
菩
薩
が
、
一
行
三
昧
を
修
す
る
こ
と
を
明
か
す
」
所
の
『
文
殊
問
經
』
と
は
、
善
導
の
引
く
『
文
殊
般
若
』
と

同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
法
華
玄
義
』
に
は
、「
こ
の
一
行
即
ち
是
れ
『
一
切
無
礙
人
一
道
出
生
死
』
な
り
」
と
し
て
、「
一

行
三
昧
」
こ
そ
、「
一
切
行
を
摂
め
る
一
行
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
「
入
法
界
品
」
善
知
識
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
行
が
覚
り
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
が
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

右
の
文
の
直
前
に
、

　
　

�

如
善
財
入
法
界
中
説
。
於
一
善
知
識
所
。
各
聞
一
法
爲
行
。
或
如
幻
三
昧
。
或
投
巖
赴
火
。
算
砂
相
黶
。
發
菩
提
心
等
。

四
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四
四

種
種
一
行
皆
云
佛
法
如
海
。
我
唯
知
此
一
法
門
餘
非
所
知
。
乃
至
一
百
一
十
善
知
識
。
一
一
法
門
皆
如
是
。
是
一
一
行

皆
破
無
明
入
深
境
界
。（
大
正
蔵
三
三
・
七
一
六
中
一
～
五
一
二
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
往
生
要
集
』
正
修
念
仏
雑
略
観
に
は
、

　

�　

�

問
ふ
、
言
ふ
所
の
弥
陀
の
一
身
即
ち
一
切
の
仏
身
と
は
、
何
の
証
拠
か
有
る
。
答
ふ
、
天
台
大
師
の
云
は
く
、
阿
弥
陀

仏
を
念
ず
る
は
即
ち
一
切
の
仏
を
念
ず
る
な
り
。
故
に
花
厳
経
に
云
は
く
、
一
切
の
諸
仏
の
身
は
、
即
ち
是
一
仏
の
身

な
り
。
一
心
な
り
、
一
智
慧
な
り
。
力
無
畏
も
亦
然
な
り
と
。（『
往
生
要
集
』
正
修
念
仏
雑
略
観
）

と
あ
る
。
源
信
が
、
天
台
智
顗
こ
そ
が
「
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
は
即
ち
一
切
の
仏
を
念
ず
る
な
り
」
と
言
わ
れ
た
と
す
る
の

は
、
こ
の
「
一
行
三
昧
」
の
文
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。

註
�
こ
れ
は
、『
興
福
寺
奏
状
』「
第
三　

釈
尊
を
軽
ん
ず
る
矢
」「
第
七　

念
仏
を
誤
る
失
」に
対
す
る
明
確
な
回
答
で
も
あ
る
。

註
�
曇
鸞
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
に

　
　

�

十
方
三
世
の
無
量
慧
、
同
じ
く
一
如
に
乗
じ
て
正
覚
と
号
す
。
二
智
円
満
し
て
道
平
等
な
り
。
摂
化
す
る
こ
と
縁
に
随

う
、
故
に
若
干
な
ら
ん
。
我
阿
弥
陀
の
浄
土
に
帰
す
る
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
諸
仏
の
国
を
帰
命
す
る
な
り
。
我
一
心
を

も
っ
て
一
仏
を
賛
ず
、
願
わ
く
は
十
方
無
碍
人
に
遍
ぜ
ん
。
か
く
の
ご
と
き
十
方
無
量
仏
、
こ
と
ご
と
く
お
の
お
の
心

を
至
し
て
頭
面
に
礼
し
た
て
ま
つ
る
な
り
、
と
。（
聖
典
三
一
八
）

と
あ
る
の
が
元
で
あ
る
。

註
�
そ
れ
は
蓮
如
が
開
版
し
た
「
文
明
本
」
の
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
改
作
な
の
か
も
と
も
と
親
鸞
に
よ
る
も
の
な
の
か

異
説
も
あ
る
が
、
い
ま
は
、
親
鸞
の
『
愚
禿
悲
嘆
述
懐
和
讃
』
に
編
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
親
鸞
が
詠
ま
れ
た

も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


